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最
近
、
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
市

が
斡
旋
し
た
り
紹
介
し
た
か
の
よ
う

な
誤
解
を
与
え
る
商
品
販
売
を
し
て

い
る
業
者
や
団
体
が
あ
る
よ
う
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
福
祉
関
係
の
名
称
や
慈
善

事
業
の
名
目
を
使
っ
て
の
も
の
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
市
が
紹
介
し
た
り

お
願
い
す
る
場
合
に
は
、
市
長
名
ま

た
は
、
市
の
名
で
嘱
託
員
さ
ん
を
通

じ
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
誤
解

の
な
い
共
う
に
特
に
お
ね
が
い
し
ま
す
．

訪
問
販
売
で
こ
ん
な
こ
と
が

　
最
近
、
市
内
で
の
訪
問
販
売
で
つ

ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
事
例
①
〉
　
健
康
食
品
を
三
万
円

で
契
約
し
、
千
円
の
予
約
金
を
支
払

い
、
家
族
と
相
談
し
た
ら
高
す
ぎ
る

の
で
解
約
し
よ
う
と
し
た
が
会
社
に

連
絡
が
と
れ
ず
に
市
・
商
工
課
に
相

談
に
き
た
。
幸
い
、
四
日
以
内
で
あ

っ
た
た
め
予
約
金
千
円
は
返
ら
な
か

っ
た
が
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
た

〈
事
例
②
〉
　
高
価
な
電
気
機
械
（
営

業
用
六
十
万
円
）
を
頭
金
一
万
円

を
支
払
い
割
賦
販
売
の
契
約
を
し
た
、

し
か
し
う
ま
く
い
き
そ
う
に
な
い
た

め
、
四
日
目
に
電
話
で
解
約
の
申
し

人
れ
を
し
た
。

　
そ
の
時
点
で
業
者
は
受
け
た
よ
う

に
み
せ
た
が
、
二
～
．
．
、
日
後
、
四
目

以
内
に
書
面
を
も
り
て
手
続
き
を
し

て
い
な
い
た
め
解
約
で
き
な
い
と
し

て
、
機
械
の
使
用
料
と
し
て
十
数
万

円
を
請
求
し
、
機
械
も
ひ
き
と
っ
た
、

　
こ
の
二
件
の
事
例
で
も
わ
か
る
よ

う
に
、
訪
間
販
売
等
の
場
合
、
①
現

金
を
支
払
わ
な
い
こ
と
②
品
物
を
使

用
し
な
い
こ
と
③
四
日
以
内
に
書
面

で
通
知
（
内
容
証
明
郵
便
）
す
る
こ

と
が
解
約
で
き
る
条
件
で
ナ
．

消
費
生
活
改
善
推
進
員

献血車日程

と　き　5月24目（木）

　　　午前10時～午後3時

ところ　関芳織物㈱　関芳会館

とき5月25日（金）
　　　与二前10日寺～舟二後3日寺

ところ　　Hl町専門店会

明日といわず今献血しましょう

空から地上を眺めてみよう
　4月28日、下条の貝ノ川と信濃川の合流地

点にヘリコプターが一台降りたちました。

　このヘリは、下条地区の有志がよんだもの

で、自分たちの住んでいるこの地域を、空の

上から眺めて、それから地域のことを考えよ

うという、ユニークな発想によるものです。

12名が空を飛びましたが、皆さんそれぞれ感

じるものがあったようです。

　
消
費
生
活
改
善
推
進
員
が
、
こ
と

し
か
ら
．
一
名
に
な
り
表
し
た
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
、
苦
情

等
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

　
湯
沢
澄
子
（
学
校
町
二
　
B
し
！

一
．
．
瓦
四
八
番
V

　
佐
藤
蔦
子
（
昭
和
町
一
　
8
二
ー

．
∴
二
．
．
．
一
一
一
番
）
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住
宅
金
融
公
庫
個
人
住
宅

（
五
・
〇
五
％
ロ
）
申
し
込
み
受
付

◎
期
間
　
五
月
一
日
図
～
五
月
一
』
卜

　
　
を
　
　
　
を

　
　
ム
　
　
ム

更
｝
　
　
一
　
　
更

変
ホ
　
　
ホ
　
　
変

場
年
　
　
年
館
部
　
　
院

会
少
館
少
育
　
一
院
医

の
青
会
青
体
の
医
堂

種
労
民
労
民
医
田
誠

接
勤
市
勤
市
急
池
至

一
防
　
　
　
　
　
救

…
予
囲
　
樹
　
　
日

…
炎
日
　
　
日
　
　
休
日
日

…
脳
1
8
　
8
　
　
の
2
0
2
7

…
本
月
　
　
月
　
　
月
月
月

一
日
5
　
6
　
　
5
5
5

一
幽
　
　
　
　
　
圃

．
日
困

◎
場
所
　
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

◎
選
定
方
法
　
先
着
順

●
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関

東
支
部
（
8
（
〇
二
七
一
、
）
－
－
．
．
．
．

！
六
六
κ
κ
番
）
圭
た
は
、
お
近
く

の
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼

丸
山
清
治
（
ド
条
本
町
）
一
万
円

知
か

薯
、

　
レ
目
町
地
域
消
防
本
部
・
署
は
、

広
域
事
務
組
合
の
、
機
構
て
、
本
来

市
町
村
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
消

防
事
務
を
、
共
同
処
理
す
る
た
め
設

置
さ
れ
た
機
関
で
す
・

　
組
織
は
、
消
防
本
部
の
、
二
課
と
、

消
防
署
の
一
署
二
分
遣
所
か
ら
な
り
、

消
防
長
以
ド
七
十
五
名
の
職
員
が
、

一
部
を
除
き
二
十
四
時
間
交
替
で
勤

務
し
て
い
ま
す
、

　
消
防
団
は
、
各
市
町
村
ご
と
に
設

置
さ
れ
、
総
員
…
、
一
千
百
二
十
六
名
の

団
員
が
い
ま
す
。
卜
日
町
市
の
消
防

団
は
、
十
八
分
団
・
千
四
百
し
名
の

編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
主
な
装
備
は
、
署
・
団
を
合
わ
せ

自
動
車
ポ
ン
プ
十
四
台
、
救
急
車
四

台
、
指
令
車
．
．
ρ
台
、
救
助
工
作
車
、

タ
ン
ク
車
、
梯
子
車
、
化
学
消
防
車
、

泡
放
射
砲
車
、
連
絡
車
各
芸
口
、
小

型
動
力
ポ
ン
。
フ
．
一
百
五
十
亡
台
、
小

型
ポ
ン
プ
積
載
車
二
士
．
云
・
、
超
短

波
無
線
機
十
八
基
と
防
火
水
槽
六
百

六
十
六
基
、
火
の
見
櫓
百
七
卜
、
．
甲
基

の
施
設
を
有
し
、
合
わ
せ
て
日
頃
の

訓
練
、
予
防
消
防
思
想
の
普
及
な
ど

万
　
の
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
（
消
防
長
　
上
村
安
輝
）

l　l，901／面積…・2H．44km2（4月1日現在）

（
香
典
返
し
）
　
▼
村
山
正
弘
（
卜
条

四
r
目
）
症
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
ー
日
町
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

．
一
万
六
千
八
百
、
．
十
六
円
（
交
通
遺

児
に
）
　
▼
匿
名
　
百
円
（
．
円
k
）

▼
昭
和
町
　
一
万
円
　
▼
新
川
屋
建

設
［
業
（
株
）
．
、
．
卜
万
円

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
κ
月
卜
六
目
困
午
前
八
時
一
．
．
卜

ゴ司陽包噛pg
　のあと
　　　　　bン慣穣

瀬豹励赫

子
俣
の
日
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由む
嶺杉
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命

噸
雷
愈

　
　
　
ノ

、
継

、、、

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
第
一
期

．
軽
自
動
車
税
　
全
期
．

・
納
期
限
は
五
月
三
十
一
日

へ
刀
～
正
午
主
で
　
小
黒
沢
　
▼
圧
月

．
．
卜
六
日
午
前
八
時
～
十
一
時
．
、
卜

分
友
で
　
山
本
町
一
丁
目
の
．
部
、

山
本
町
一
．
r
目
、
山
本
町
．
．
．
r
目
の

一
部
、
山
本
町
四
丁
目
、
山
本
町
圧

丁
目
、
本
町
一
r
目
の
．
部

　
　
　
　
　
　
　
』
く

　
　
惨
渉
2
　
齢

〇
五
月
士
．
一
日
は
成
人
式
で
す
．
今

年
は
六
百
五
長
九
人
（
男
二
百
八
卜

二
、
女
三
百
七
十
七
）
が
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
成
人
式
を
迎
え
た
ば
か
り
の
若
者

か
ら
「
ど
う
も
十
日
町
の
若
者
は
覇

気
が
足
り
な
い
よ
う
だ
」
と
い
う
声

を
聞
き
ま
し
た
、
妾
、
う
い
え
ば
、
サ

ー
ク
ル
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流

し
て
い
る
青
年
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
．
、

　
人
生
は
避
遁
だ
と
い
い
ま
す
。
こ

の
六
百
五
十
九
人
の
若
者
か
ら
、
素

晴
し
い
め
ぐ
り
あ
い
の
場
を
求
め

て
欲
し
い
と
祈
ら
れ
ま
す
．
、
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市
で
は
、
五
月
二
十
五
日
、
十
日

町
市
総
合
計
画
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
昭
和
七
卜
年
を
目
標

年
次
と
し
た
十
日
町
市
総
合
計
画
の

策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
度
に
策
定
さ
れ
た

現
在
の
計
画
は
、
日
本
の
高
度
経
済

成
長
を
見
通
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
、
そ
の
後
、
社
会
・
経
済
環
境
は
変

化
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
、
市
に
対
す

る
要
望
も
年
々
多
様
化
し
て
い
ま
す
．

そ
れ
ら
に
積
極
的
に
対
処
し
て
ゆ
く

た
め
に
、
現
在
の
計
画
を
抜
本
的
に

見
直
し
、
将
来
展
望
を
も
っ
た
新
た

地区広聴会を開きます

　市総合計画策建のため、6月15日～7月中

旬まで、六箇、ロ幾渡、下条、中条、大井照、

新座、美佐島、八箇、水沢、吉田、川治、十

日町西、十日町東の13地区で振興会を窓口（十

日町地区は嘱託員を窓口〉に開きます。

　6月の広聴会の日程は次のとおりです。7

月の日程は6月25日付「お知らせ版」でお知

9）せいたします。

な
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
．

　
計
画
は
、
昭
和
七
十
年
を
目
標
年

次
と
す
る
基
本
構
想
と
、
構
想
の
実

現
を
は
か
る
た
め
の
基
本
計
画
（
昭

和
六
十
五
年
）
と
三
力
年
の
・
！
リ

ン
グ
方
式
に
よ
る
実
施
計
画
の
三
段

階
に
な
り
ま
す
。

　
総
合
計
画
策
定
の
た
め
に
、
六
月

｝
日
付
で
、
次
の
二
十
名
の
皆
さ
ん

が
審
議
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
、
市
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の

声
を
反
影
さ
せ
る
た
め
に
、
各
地
区

の
振
興
会
を
窓
口
に
（
十
日
町
地
区

は
嘱
託
員
を
窓
口
）
六
月
十
五
日
の

月　日 地　区 会　　　　　場
6／15囲 六　箇 六箇小学校
6／20困 飛　渡 克雪管理センター
6／22休） 下　条 下条地区公民館
6／25（月） 中　条 中条地区公民館
6／26㈹ 大井田 大井田分館
6／28困 新　座 新座分館
6／29囲 美佐島 江道・猿倉集落開発センター

時問はいずれも夜7時～9時

六
箇
地
区
を
皮
切
り
に
広
聴
会
を
開

き
ま
す
。
豪
雪
対
策
、
上
越
新
幹
線

関
越
自
動
車
道
、
北
越
北
線
の
開
通

に
と
も
な
う
高
速
化
時
代
へ
の
対
応

織
物
を
中
心
と
し
た
地
場
産
業
の
育

成
、
農
業
、
商
業
、
教
育
、
生
活
環

境
の
問
題
な
ど
を
、
市
民
の
ひ
と
り

ひ
と
り
が
智
恵
を
出
し
あ
い
な
が
ら

新
し
い
十
日
町
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
を
し
て
ゆ
き
ま
す
。
多
数
の
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
合
計
画
審
議
会
委
員

斎
木
正
義
（
市
議
会
議
長
）

小
海
徳
治
（
副
議
長
）

金
子
幸
造
（
総
務
文
教
委
員
長
）

小
宮
山
達
男
（
建
設
企
業
委
員
長
）

大
島
昭
三
（
社
会
経
済
委
員
長
）

石
坂
正
隆
（
教
育
委
員
長
）

遠
田
金
市
（
農
業
委
員
会
長
）

樋
口
貫
一
（
農
業
協
同
組
合
長
）

佐
藤
栄
作
（
商
工
会
議
所
専
務
理
事
）

青
柳
兵
蔵
（
織
物
協
同
組
合
理
事
長
）

小
林
辰
雄
（
商
店
街
振
興
会
連
合
会

　
　
　
　
　
理
事
長
）

矢
口
重
雄
（
繊
維
労
働
組
合
長
）

大
島
清
松
（
地
区
労
働
組
合
評
議
会

　
　
　
　
議
長
）

議長に斎木正義氏

副議長に小海徳治氏

　
改
選
後
初
の
第
一
回
市
議
会
臨
時

会
が
、
五
月
二
十
二
日
開
催
さ
れ
、

議
長
、
副
議
長
の
選
出
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
．
結
果
、
議
長
に
斎
木
正
義
氏

副
議
長
に
小
海
徳
治
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

選
任
さ
れ
ま
し
た
．
、

　
ま
た
、
常
任
委
員
、
特
別
委
員
会

委
員
な
ど
議
会
関
係
委
員
も
つ
ぎ
の

と
お
り
き
ま
り
ま
し
た
。

　
●
常
任
委
員
会

一
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
金
子
幸
造

　
副
委
員
長
　
遠
田
金
市

　
委
員
　
佐
藤
勝
巳
、
佐
藤
一
男
、

？
！
歪
6
…
…
1
‡
多

藤
田
ツ
ネ
子
（
婦
人
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
長
）

滝
沢
章
次
（
体
育
協
会
副
会
長
）

小
西
慎
一
（
青
年
会
議
所
理
事
長
）

尾
身
伝
吉
（
青
年
の
船
乗
船
者
）

内
藤
礼
子
（
青
年
学
級
生
）

飯
塚
茂
夫
（
農
業
青
年
）

越
村
正
子
（
東
小
学
校
助
教
諭
）

斎木議長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
蟻

上
村
仁
平
、
樋
口
熊
蔵
、
越
村
大
吉
、

岡
村
清
一
、
小
海
徳
治
、
吉
田
正
三

二
、
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
小
宮
山
達
男

　
副
委
員
長
　
樋
口
久
一

　
委
員
　
庭
野
耕
作
、
小
林
辰
雄
、

尾
身
武
志
、
橋
本
貞
一
、
滝
沢
重
治
、

風
間
又
五
郎
、
佐
藤
利
雄

三
、
社
会
経
済
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
大
島
昭
三

　
副
委
員
長
　
小
林
正
俊

　
委
員
　
水
野
寛
男
、
宮
沢
健
一
、

小
杉
清
一
、
南
雲
金
一
、
根
津
新
作
、

樋
熊
清
一
、
斎
木
正
義

　
●
特
別
委
員
会

▽
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
特
別
委
員

会　
委
員
長
　
小
林
正
俊

　
副
委
員
長
　
宮
沢
健
一

　
委
員
　
上
村
仁
平
、
佐
藤
勝
巳
、

遠
田
金
市
、
庭
野
耕
策
、
樋
口
久
一
、

風
間
又
五
郎
、
南
雲
金
一
、
小
海
徳

治
、
斎
木
正
義

▽
下
水
道
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
根
津
新
作

　
副
委
員
長
　
吉
田
正
三

　
委
員
　
越
村
大
吉
、
金
子
幸
造
、

小
林
辰
雄
、
滝
沢
重
治
、
佐
藤
利
雄
、

南
雲
金
一
、
大
島
昭
三
、
小
海
徳
治
、

斎
木
正
義

▽
豪
雪
対
策
特
別
委
貴
会

　
委
員
長
　
風
間
又
五
郎

　
副
委
員
長
　
橋
本
貞
一

　
委
員
・
岡
村
清
一
、
佐
藤
一
男
、

樋
口
熊
蔵
、
小
林
辰
雄
、
尾
身
武
志
、

水
野
寛
男
、
宮
沢
健
一
、
大
島
昭
三
、

小
海
徳
治
、
斎
木
正
義

　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
金
子
幸
造

　
副
委
員
長
　
滝
沢
重
治

　
委
員
　
小
宮
山
達
男
、
南
雲
金
一
、

遠
田
金
市
、
大
島
昭
三

　
●
組
合
議
会
議
員

▽
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組
合
議

会
議
員

　
斎
木
正
義
、
大
島
昭
三

▽
十
日
町
市
、
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
議
会
議
員

　
越
村
大
吉
、
岡
村
清
一
、
小
林
辰

雄
、
小
海
徳
治
、
滝
沢
重
治
、
根
津

新
作
、
樋
熊
清
一
、
斎
木
正
義
、
大

島
昭
三

▽
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員

　
斎
木
正
義
、
小
宮
山
達
男
、
小
海

徳
治
、
金
子
幸
造
、
大
島
昭
三

▽
十
日
町
市
、
川
西
町
、
中
里
村
伝

染
病
舎
組
合
議
会
議
員

　
上
村
仁
平
、
庭
野
耕
作
、
宮
沢
健

】
、
南
雲
金
一
、
小
林
正
俊

●
議
会
推
薦
農
業
委
員

根
津
新
作
、
橋
本
貞
一

●
監
査
委
員

小
杉
清
一
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膝つきあわせて

施πと藷移∠i7
一21組・97人が参加一

　
六
月
一
日
、
午
後
四
時
か
ら
市
役
所
で
第
一
回

「
市
民
と
語
る
日
」
が
お
こ
な
わ
れ
表
し
た
。
は

じ
め
て
の
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
の
関
心

は
高
く
、
二
十
一
組
、
九
卜
七
人
の
人
達
が
参
加

し
ま
し
た
．
出
さ
れ
た
問
題
は
「
高
速
交
通
時
代

に
十
日
町
市
が
乗
り
遅
れ
な
い
た
め
に
市
は
ど
う

す
る
の
か
（
青
年
会
議
所
）
」
「
産
地
振
興
の
拠
点

と
な
る
キ
モ
ノ
文
化
セ
ン
タ
ー
の
早
期
建
設
を
、

（
織
物
組
合
青
年
部
）
」
と
い
っ
た
大
き
な
問
題

か
ら
、
「
通
学
路
が
狭
い
た
め
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に

子
供
達
が
危
険
な
通
学
を
し
て
い
る
．
交
通
規
制

か
始
業
時
間
を
遅
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
か
（
水
沢

小
P
T
A
）
」
「
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
に
来
て
欲
し
い

（
六
箇
）
」
「
防
犯
灯
の
設
置
を
（
城
之
古
）
」
と

い
つ
た
身
近
な
問
題
ま
で
多
彩
で
し
た
。

　
市
で
は
、
出
さ
れ
た
問
題
は
で
き
る
だ
け
そ
の

場
で
解
答
し
、
即
決
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
後

日
解
答
し
て
い
ま
す
．
「
市
民
と
語
る
日
」
は
毎
月

】
日
、
午
後
四
時
か
ら
八
時
ま
で
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
．
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
市
政
に
反
影
さ
せ
る

た
め
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
．

　六箇小のグラウンドに夜間照明を
　　　　　　　　　　　一六箇地区体協一

　六箇小の屋内体育館は天井が低くて、バレーボールも

できません．グラウンドに夜間照明の施設を．　　投光

器は、市で今年度中に施設をしましょう。施設の管理、電気

料は受益者負担を考えてください。一

　　　　　　市道の早期改良を

　　一城之古・阿部和吉さん他14名一
　市道桔梗原線の早期改良舗装、私道の市道昇格、防犯

灯の設置、消火栓の増設を。　　桔梗原線は、2～3年の

間で改良舗装したい．市道グ）格上げは請願を出して．防

犯灯の設置は部落費でみてください．消火栓は消防と協

議をします。一

確
通
制
て

路
生
交
遅
題
遅

通
M
険
す
面
時

た
ら
く
始
く
あ

供
灘
移
脚
助
敷

子
黒
輔
学
に
必

　
　
小
車
ら
的
が

　
　
　
勤
な
力
意

　
　
通
理

　
　
に
無

一
路
が

A
学
れ

丁
通
そ

P
　
　
・
　
、
。

沢
鰭

黒
、
な

h
が
え

ノ

一
喝
ら

　
　
し
　
も

を
て
て

保
牡
れ

の
御
醐

学
畑
臨

　
　
に
危

の
ト
こ

ち
沢
常

　
　
水
非

業時間をすこし遅らせてもらえないか．　　道路改良に精

むが、当面の問題として、交通規制は、関係住民全員の合

り、始業時間を遅らす方法も考えては一

　　団地内の舗装と集会場を
　　　　　一旭ケ丘・堀さん・岩田さん一
　旭が丘団地の中の舗装を今やってもC）一）ているが、

今後も継続し、冬の雪処理に困っているので消雪パイ

プの敷設も考えて欲しい。また、集会場の建設を。

一団地内の舗装は継続してや1）ます。消雪パイプは
その後の検討課題に．集会場グ）件は、新しい行政の考

え方として、コミュニティの拠点となる集会場は絶対

に必要です。それを作るためには、コミュニティは全
部市がやるのではなく、住民と行政がともに手をたず

さえてはじめて出来るものですから、町内の盛りあがり

を待って対処します。コミ手ニティの拠点となる集会
場の建設は諸里市政グ）目玉としていずれ方針を出す一）

もりです。

市役所前の駐車場を広く　　　　水泳協会を作って
　　一寿町・数藤誠さん一　　i　　一十高・長津美輝さんほか3人一
　　　　　　　　　　　　　i　私達は、中学時代に水泳をや一、ていて、まだ
　ずっと傍聴していて・私も提案　i自分達でも伸びると思，．ているのに、高校に入

してみたくなりました。仕事でよ　i学したド）プールもないし、＋日町にスイミング
く市役所にくるのですが、前の駐　iクラブもないから・水泳協会を作って欲しいん

車場の入口を真中にするとかして、iです・本当は学校にプ｝ルが欲しいのですが・

　　　　　　　　　　　　　＝　　水泳協会の件は、昔やっていた人達を紹介
もうすこし広く使える方法が考え　iします。プ＿ノレの件は県に働きかけてみます．

られるのでは。　　事務当局と検　。今年は、幼児用プ＿ノレがオ＿プンするから施設

討して結果をご連絡いたします．一　は昨年より充実するはずです．一

　毬かりの定期検査を実施
　はか鯵の定期検変を次の日程でお姦ない蓑ず。

検糞を必要とするはかりをお持ち⑲熱た撚ぜひ
受検編そくださ蟻．

闘
篶
馨

　
　
　
　
3

時
瞭

　
β
β
日

　
2

　
月
月
月

6
　
　
7



、
略
へ
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市
で
は
、
五
月
二
十
五
日
、
十
日

町
市
総
合
計
画
プ
・
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
昭
和
七
卜
年
を
目
標

年
次
と
し
た
十
日
町
市
総
合
計
画
の

策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
度
に
策
定
さ
れ
た

現
在
の
計
画
は
、
日
本
の
高
度
経
済

成
長
を
見
通
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
、
そ
の
後
、
社
会
・
経
済
環
境
は
変

化
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
、
市
に
対
す

る
要
望
も
年
々
多
様
化
し
て
い
ま
す
．

そ
れ
ら
に
積
極
的
に
対
処
し
て
ゆ
く

た
め
に
、
現
在
の
計
画
を
抜
本
的
に

見
直
し
、
将
来
展
望
を
も
っ
た
新
た

地区広聴会を開きます

　市総合計画策建のため、6月15日～7月中

旬まで、六箇、ロ幾渡、下条、中条、大井照、

新座、美佐島、八箇、水沢、吉田、川治、十

日町西、十日町東の13地区で振興会を窓口（十

日町地区は嘱託員を窓口〉に開きます。

　6月の広聴会の日程は次のとおりです。7

月の日程は6月25日付「お知らせ版」でお知

9）せいたします。

な
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
．

　
計
画
は
、
昭
和
七
十
年
を
目
標
年

次
と
す
る
基
本
構
想
と
、
構
想
の
実

現
を
は
か
る
た
め
の
基
本
計
画
（
昭

和
六
十
五
年
）
と
三
力
年
の
・
！
リ

ン
グ
方
式
に
よ
る
実
施
計
画
の
三
段

階
に
な
り
ま
す
。

　
総
合
計
画
策
定
の
た
め
に
、
六
月

｝
日
付
で
、
次
の
二
十
名
の
皆
さ
ん

が
審
議
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
、
市
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の

声
を
反
影
さ
せ
る
た
め
に
、
各
地
区

の
振
興
会
を
窓
口
に
（
十
日
町
地
区

は
嘱
託
員
を
窓
口
）
六
月
十
五
日
の

月　日 地　区 会　　　　　場
6／15囲 六　箇 六箇小学校
6／20困 飛　渡 克雪管理センター
6／22休） 下　条 下条地区公民館
6／25（月） 中　条 中条地区公民館
6／26㈹ 大井田 大井田分館
6／28困 新　座 新座分館
6／29囲 美佐島 江道・猿倉集落開発センター

時問はいずれも夜7時～9時

六
箇
地
区
を
皮
切
り
に
広
聴
会
を
開

き
ま
す
。
豪
雪
対
策
、
上
越
新
幹
線

関
越
自
動
車
道
、
北
越
北
線
の
開
通

に
と
も
な
う
高
速
化
時
代
へ
の
対
応

織
物
を
中
心
と
し
た
地
場
産
業
の
育

成
、
農
業
、
商
業
、
教
育
、
生
活
環

境
の
問
題
な
ど
を
、
市
民
の
ひ
と
り

ひ
と
り
が
智
恵
を
出
し
あ
い
な
が
ら

新
し
い
十
日
町
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
を
し
て
ゆ
き
ま
す
。
多
数
の
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
合
計
画
審
議
会
委
員

斎
木
正
義
（
市
議
会
議
長
）

小
海
徳
治
（
副
議
長
）

金
子
幸
造
（
総
務
文
教
委
員
長
）

小
宮
山
達
男
（
建
設
企
業
委
員
長
）

大
島
昭
三
（
社
会
経
済
委
員
長
）

石
坂
正
隆
（
教
育
委
員
長
）

遠
田
金
市
（
農
業
委
員
会
長
）

樋
口
貫
一
（
農
業
協
同
組
合
長
）

佐
藤
栄
作
（
商
工
会
議
所
専
務
理
事
）

青
柳
兵
蔵
（
織
物
協
同
組
合
理
事
長
）

小
林
辰
雄
（
商
店
街
振
興
会
連
合
会

　
　
　
　
　
理
事
長
）

矢
口
重
雄
（
繊
維
労
働
組
合
長
）

大
島
清
松
（
地
区
労
働
組
合
評
議
会

　
　
　
　
議
長
）

議長に斎木正義氏

副議長に小海徳治氏

　
改
選
後
初
の
第
一
回
市
議
会
臨
時

会
が
、
五
月
二
十
二
日
開
催
さ
れ
、

議
長
、
副
議
長
の
選
出
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
．
結
果
、
議
長
に
斎
木
正
義
氏

副
議
長
に
小
海
徳
治
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

選
任
さ
れ
ま
し
た
．
、

　
ま
た
、
常
任
委
員
、
特
別
委
員
会

委
員
な
ど
議
会
関
係
委
員
も
つ
ぎ
の

と
お
り
き
ま
り
ま
し
た
。

　
●
常
任
委
員
会

一
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
金
子
幸
造

　
副
委
員
長
　
遠
田
金
市

　
委
員
　
佐
藤
勝
巳
、
佐
藤
一
男
、

？
！
歪
6
…
…
1
‡
多

藤
田
ツ
ネ
子
（
婦
人
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
長
）

滝
沢
章
次
（
体
育
協
会
副
会
長
）

小
西
慎
一
（
青
年
会
議
所
理
事
長
）

尾
身
伝
吉
（
青
年
の
船
乗
船
者
）

内
藤
礼
子
（
青
年
学
級
生
）

飯
塚
茂
夫
（
農
業
青
年
）

越
村
正
子
（
東
小
学
校
助
教
諭
）

斎木議長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
蟻

上
村
仁
平
、
樋
口
熊
蔵
、
越
村
大
吉
、

岡
村
清
一
、
小
海
徳
治
、
吉
田
正
三

二
、
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
小
宮
山
達
男

　
副
委
員
長
　
樋
口
久
一

　
委
員
　
庭
野
耕
作
、
小
林
辰
雄
、

尾
身
武
志
、
橋
本
貞
一
、
滝
沢
重
治
、

風
間
又
五
郎
、
佐
藤
利
雄

三
、
社
会
経
済
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
大
島
昭
三

　
副
委
員
長
　
小
林
正
俊

　
委
員
　
水
野
寛
男
、
宮
沢
健
一
、

小
杉
清
一
、
南
雲
金
一
、
根
津
新
作
、

樋
熊
清
一
、
斎
木
正
義

　
●
特
別
委
員
会

▽
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
特
別
委
員

会　
委
員
長
　
小
林
正
俊

　
副
委
員
長
　
宮
沢
健
一

　
委
員
　
上
村
仁
平
、
佐
藤
勝
巳
、

遠
田
金
市
、
庭
野
耕
策
、
樋
口
久
一
、

風
間
又
五
郎
、
南
雲
金
一
、
小
海
徳

治
、
斎
木
正
義

▽
下
水
道
建
設
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
根
津
新
作

　
副
委
員
長
　
吉
田
正
三

　
委
員
　
越
村
大
吉
、
金
子
幸
造
、

小
林
辰
雄
、
滝
沢
重
治
、
佐
藤
利
雄
、

南
雲
金
一
、
大
島
昭
三
、
小
海
徳
治
、

斎
木
正
義

▽
豪
雪
対
策
特
別
委
貴
会

　
委
員
長
　
風
間
又
五
郎

　
副
委
員
長
　
橋
本
貞
一

　
委
員
・
岡
村
清
一
、
佐
藤
一
男
、

樋
口
熊
蔵
、
小
林
辰
雄
、
尾
身
武
志
、

水
野
寛
男
、
宮
沢
健
一
、
大
島
昭
三
、

小
海
徳
治
、
斎
木
正
義

　
●
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
金
子
幸
造

　
副
委
員
長
　
滝
沢
重
治

　
委
員
　
小
宮
山
達
男
、
南
雲
金
一
、

遠
田
金
市
、
大
島
昭
三

　
●
組
合
議
会
議
員

▽
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
組
合
議

会
議
員

　
斎
木
正
義
、
大
島
昭
三

▽
十
日
町
市
、
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
議
会
議
員

　
越
村
大
吉
、
岡
村
清
一
、
小
林
辰

雄
、
小
海
徳
治
、
滝
沢
重
治
、
根
津

新
作
、
樋
熊
清
一
、
斎
木
正
義
、
大

島
昭
三

▽
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

議
員

　
斎
木
正
義
、
小
宮
山
達
男
、
小
海

徳
治
、
金
子
幸
造
、
大
島
昭
三

▽
十
日
町
市
、
川
西
町
、
中
里
村
伝

染
病
舎
組
合
議
会
議
員

　
上
村
仁
平
、
庭
野
耕
作
、
宮
沢
健

】
、
南
雲
金
一
、
小
林
正
俊

●
議
会
推
薦
農
業
委
員

根
津
新
作
、
橋
本
貞
一

●
監
査
委
員

小
杉
清
一
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膝つきあわせて

施πと藷移∠i7
一21組・97人が参加一

　
六
月
一
日
、
午
後
四
時
か
ら
市
役
所
で
第
一
回

「
市
民
と
語
る
日
」
が
お
こ
な
わ
れ
表
し
た
。
は

じ
め
て
の
試
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
民
の
関
心

は
高
く
、
二
十
一
組
、
九
卜
七
人
の
人
達
が
参
加

し
ま
し
た
．
出
さ
れ
た
問
題
は
「
高
速
交
通
時
代

に
十
日
町
市
が
乗
り
遅
れ
な
い
た
め
に
市
は
ど
う

す
る
の
か
（
青
年
会
議
所
）
」
「
産
地
振
興
の
拠
点

と
な
る
キ
モ
ノ
文
化
セ
ン
タ
ー
の
早
期
建
設
を
、

（
織
物
組
合
青
年
部
）
」
と
い
っ
た
大
き
な
問
題

か
ら
、
「
通
学
路
が
狭
い
た
め
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に

子
供
達
が
危
険
な
通
学
を
し
て
い
る
．
交
通
規
制

か
始
業
時
間
を
遅
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
か
（
水
沢

小
P
T
A
）
」
「
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
に
来
て
欲
し
い

（
六
箇
）
」
「
防
犯
灯
の
設
置
を
（
城
之
古
）
」
と

い
つ
た
身
近
な
問
題
ま
で
多
彩
で
し
た
。

　
市
で
は
、
出
さ
れ
た
問
題
は
で
き
る
だ
け
そ
の

場
で
解
答
し
、
即
決
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
後

日
解
答
し
て
い
ま
す
．
「
市
民
と
語
る
日
」
は
毎
月

】
日
、
午
後
四
時
か
ら
八
時
ま
で
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
．
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
市
政
に
反
影
さ
せ
る

た
め
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
．

　六箇小のグラウンドに夜間照明を
　　　　　　　　　　　一六箇地区体協一

　六箇小の屋内体育館は天井が低くて、バレーボールも

できません．グラウンドに夜間照明の施設を．　　投光

器は、市で今年度中に施設をしましょう。施設の管理、電気

料は受益者負担を考えてください。一

　　　　　　市道の早期改良を

　　一城之古・阿部和吉さん他14名一
　市道桔梗原線の早期改良舗装、私道の市道昇格、防犯

灯の設置、消火栓の増設を。　　桔梗原線は、2～3年の

間で改良舗装したい．市道グ）格上げは請願を出して．防

犯灯の設置は部落費でみてください．消火栓は消防と協

議をします。一

確
通
制
て

路
生
交
遅
題
遅

通
M
険
す
面
時

た
ら
く
始
く
あ

供
灘
移
脚
助
敷

子
黒
輔
学
に
必

　
　
小
車
ら
的
が

　
　
　
勤
な
力
意

　
　
通
理

　
　
に
無

一
路
が

A
学
れ

丁
通
そ

P
　
　
・
　
、
。

沢
鰭

黒
、
な

h
が
え

ノ

一
喝
ら

　
　
し
　
も

を
て
て

保
牡
れ

の
御
醐

学
畑
臨

　
　
に
危

の
ト
こ

ち
沢
常

　
　
水
非

業時間をすこし遅らせてもらえないか．　　道路改良に精

むが、当面の問題として、交通規制は、関係住民全員の合

り、始業時間を遅らす方法も考えては一

　　団地内の舗装と集会場を
　　　　　一旭ケ丘・堀さん・岩田さん一
　旭が丘団地の中の舗装を今やってもC）一）ているが、

今後も継続し、冬の雪処理に困っているので消雪パイ

プの敷設も考えて欲しい。また、集会場の建設を。

一団地内の舗装は継続してや1）ます。消雪パイプは
その後の検討課題に．集会場グ）件は、新しい行政の考

え方として、コミュニティの拠点となる集会場は絶対

に必要です。それを作るためには、コミュニティは全
部市がやるのではなく、住民と行政がともに手をたず

さえてはじめて出来るものですから、町内の盛りあがり

を待って対処します。コミ手ニティの拠点となる集会
場の建設は諸里市政グ）目玉としていずれ方針を出す一）

もりです。

市役所前の駐車場を広く　　　　水泳協会を作って
　　一寿町・数藤誠さん一　　i　　一十高・長津美輝さんほか3人一
　　　　　　　　　　　　　i　私達は、中学時代に水泳をや一、ていて、まだ
　ずっと傍聴していて・私も提案　i自分達でも伸びると思，．ているのに、高校に入

してみたくなりました。仕事でよ　i学したド）プールもないし、＋日町にスイミング
く市役所にくるのですが、前の駐　iクラブもないから・水泳協会を作って欲しいん

車場の入口を真中にするとかして、iです・本当は学校にプ｝ルが欲しいのですが・

　　　　　　　　　　　　　＝　　水泳協会の件は、昔やっていた人達を紹介
もうすこし広く使える方法が考え　iします。プ＿ノレの件は県に働きかけてみます．

られるのでは。　　事務当局と検　。今年は、幼児用プ＿ノレがオ＿プンするから施設

討して結果をご連絡いたします．一　は昨年より充実するはずです．一

　毬かりの定期検査を実施
　はか鯵の定期検変を次の日程でお姦ない蓑ず。

検糞を必要とするはかりをお持ち⑲熱た撚ぜひ
受検編そくださ蟻．

闘
篶
馨

　
　
　
　
3

時
瞭

　
β
β
日

　
2

　
月
月
月

6
　
　
7
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早
期
発
見

　
　
早
期
防
除
を

　
形
態
と
発
生
時
期

　
ア
メ
シ
・
は
他
の
チ
ョ
ウ
と
同
じ

ょ
う
に
成
虫
・
卵
・
幼
虫
・
サ
ナ
ギ

の
時
期
を
く
り
か
え
し
、
年
に
二
回

発
生
し
ま
す
、

成
虫
・
・
…
∴
回
目
の
発
生
は
、
五
月

中
旬
～
六
月
初
め
頃
ま
で
、
二
回
目

は
八
月
中
旬
～
九
月
上
旬
に
か
け
て

発
生
し
ま
す
。

幼
虫
－
…
第
一
回
目
の
発
生
は
、
六

月
中
旬
～
七
月
中
旬
に
か
け
、
第
二

回
目
は
八
月
中
旬
～
九
月
ド
旬
に
か

け
て
発
生
し
ま
す
。

成
虫
の
防
除
方
法

　
飛
ん
で
い
る
「
ガ
」
を
つ
か
ま
え

て
、
つ
ぶ
す
か
焼
い
て
く
だ
さ
い
、

手
で
つ
か
ん
で
も
毒
は
な
く
、
か
い

か
い
に
も
な
り
ま
せ
ん
．
卵
は
産
み

つ
け
た
葉
を
切
り
落
と
し
て
焼
く
か

踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

幼
虫
期
の
防
除
方
法

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

ア
メ
シ
ロ
を
せ
ん
滅
し
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

～
町
内
・
部
落
ぐ
る
み
で
撲
滅
を
～

は
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し

て
い
る
ト
日
～
十
四
目
位
の
間
で
す
。

．
あ
期
間
に
ス
カ
シ
状
の
葉
を
切
り

取
り
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
毛
虫
が
巣
の
中
に

入
っ
て
い
る
間
は
、
糸
で
巣
を
作
っ

て
い
る
た
め
、
薬
剤
に
よ
る
防
除
は

巣
の
中
ま
で
薬
が
入
り
に
く
く
効
果

は
非
常
に
薄
く
な
り
ま
す
、

　
具
体
的
に
は
、
つ
ぎ
の
防
除
方
法

が
あ
り
ま
す
，

◆
枝
切
方
法

　
ア
メ
シ
・
の
巣
が
あ
る
枝
を
高
枝

切
り
バ
サ
ミ
か
カ
マ
を
竹
竿
等
の
長

い
棒
の
先
に
く
く
り
つ
け
切
り
落
と

し
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
け
ま
す
．

◆
巣
焼
き
方
法

　
竹
竿
等
の
先
端
に
空
缶
を
取
り
つ

け
、
そ
の
中
に
灯
油
を
ひ
た
し
た
布

切
れ
を
入
れ
、
火
を
つ
け
て
巣
を
焼

い
て
し
ま
う
方
法
で
す
。
こ
の
方
法

を
用
い
る
と
き
は
、
火
に
十
分
注
意

し
、
山
火
事
等
に
気
を
つ
け
る
と
共

に
子
ど
も
さ
ん
に
ま
ね
を
さ
せ
な
い

よ
う
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
薬
剤
散
布
方
法

　
ア
メ
シ
・
が
巣
か
ら
出
て
樹
木
全

体
に
分
散
し
た
時
期
の
防
除
方
法
で

す
．
薬
剤
に
よ
る
防
除
は
薬
が
か
か

っ
た
虫
は
死
に
ま
す
が
、
樹
木
全
体

隷警鑑議翻
　　聯・・　　　　　　　、　　蝉　　　、唖　　凡　　“㌔　　　　　、　　　　　　　　　’・　　　　　　■Ψ　　ず

　rl∫農林課（行7－3111番有線52712）では、

アメシ・専用び）防除機と高枝切りバサミを

用意し、つぎの要領で無料貸し出します。

貸付対象者

市政事務嘱託員及び各事業所責任者（防除

は町内や部落全体で行才）ないと効果があり

ませんので、個人貸し出しはいたしません

借受け方法

　借受けを希望するかたは、嘱託員及び事

務所責任者を通じ市農林課へ申し込み、使

用方法等の説明を受けてください。

　なお、台数に限りがありますので、借受

ける二、三日前に申し込み、その結果によ

り町内や部落の防除日程を決めるようにし

てください。

に
ち
ら
ば
っ
て
お
り
、
必
ず
薬
の
か

か
ら
な
い
虫
が
残
り
、
そ
の
一
匹
が

ま
た
『
．
一
百
か
ら
千
個
の
卵
を
産
む
の

で
撲
滅
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
す
。

◆
代
表
的
な
防
除
薬

　
D
D
V
P
乳
剤
、
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ

ク
ス
乳
剤
等
が
あ
り
、
薬
局
や
農
協

等
で
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
．
（
薬
剤
等

の
使
用
に
当
っ
て
は
、
使
用
方
法

等
十
分
注
意
し
、
事
故
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
た
さ
い
）

防
除
は
市
農
業
共
済
組
合
・

市
農
協
で
も
し
て
く
れ
ま
す

幼
虫
期
の
最
も
効
果
の
あ
る
時
期

　
市
農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
て
も

防
除
し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
つ

ぎ
の
事
項
に
、
こ
留
意
く
だ
さ
い
．

一
、
大
型
防
除
機
械
で
す
か
ら
二
～

三
町
内
ま
と
ま
っ
て
実
施
す
る
．

二
、
責
任
者
を
は
っ
き
り
と
決
め
る
．

三
、
防
除
当
日
は
、
人
夫
（
ホ
ー
ス

持
ち
V
を
四
～
五
人
出
役
さ
せ
る
．

四
、
防
除
当
日
ま
で
に
、
ド
ラ
ム
カ

ン
位
の
大
き
さ
の
容
器
に
、
水
を
満

た
し
て
二
～
三
本
用
意
し
て
お
く
．

五
、
町
内
の
防
除
体
制
が
整
っ
た
ら
、

実
施
す
る
一
週
間
位
前
に
、
市
農
協

ま
た
は
市
農
業
共
済
組
合
へ
連
絡
し

日
程
等
打
合
せ
て
く
だ
さ
い
．
（
連
絡

先
　
市
農
協
営
農
課
　
8
七
ー
一
五

七
一
番
、
市
農
業
共
済
組
合
　
8
二

－
二
二
六
四
番
）

六
、
防
除
薬
剤
は
、
防
除
実
施
者
の

負
担
と
し
、
防
除
機
械
の
使
用
料
は

農
業
共
済
組
合
の
機
械
と
も
一
時
間

当
り
五
千
五
百
円
で
す
。

　
ど
ち
ら
も
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
↓

人
付
き
ま
す
。

瀞
妻
宅
児
置
そ
ラ
シリーズ

品6

良
質
米
の
生
産
と

　
　
出
荷
を
伸
ば
そ
う

　
米
の
過
剰
を
背
景
と
し
て
良
質
・

美
味
の
米
作
り
が
全
国
各
地
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
米
づ
く
り
七
∴
二

運
動
を
展
開
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
越

路
早
生
を
中
心
と
し
た
自
主
流
通
米

扱
い
の
銘
柄
品
種
の
作
付
け
を
七
割

に
も
っ
て
い
こ
う
と
い
う
目
標
に
向

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．
こ
の
う

ち
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
作
付
け
率
は
約
三

十
九
％
に
伸
び
ま
し
た
が
、
出
荷
率

の
方
は
二
十
九
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

も
う
少
し
作
付
け
と
同
時
に
出
荷
も

伸
ば
す
努
力
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
図
の
よ
う
に
、
も
は
や
コ
シ
ヒ
カ

リ
は
新
潟
県
だ
け
の
専
売
特
許
で
は

な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
新
潟
県
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
た
し

か
に
全
国
一
う
ま
い
米
で
す
。
そ
の

中
で
も
特
に
魚
沼
の
米
は
う
ま
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か

中
　
魚
　
沼

農
業
改
良
普
及
所

釦
　
　
　
　
　
璽
姦

穫
　
　
　
　
％

躍
㊤
畠
山
蝋
　
③
宮
崎

リ
荷

力
出

ヒ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
千
葉

　
　
　
　
写
諜
木

シ
す

コ
対⑧

新
斑
　
鵬
⑤

　
　
鉱

ら
と
言
っ
て
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
さ
え
あ

れ
ば
な
ん
で
も
有
利
に
売
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
名
実
と
も
に
日
本
一

う
ま
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
す
る
に
は
、

次
の
こ
と
を
完
全
に
実
行
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

一
、
整
粒
歩
合
を
高
め
る

　
未
熟
粒
を
と
っ
て
粒
ぞ
ろ
い
を
よ

く
す
る
こ
と
で
す
。
目
標
は
七
十
五

％
以
上

二
、
乾
燥
に
注
意
し
、
過
乾
燥
や
胴

割
れ
な
ど
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る

三
、
い
も
ち
病
に
つ
け
な
い

　
早
期
発
見
、
早
期
防
除
が
大
切
で

す
。
手
遅
れ
散
布
は
効
果
半
減
で
す
。

四
、
カ
メ
ム
シ
防
除
を
徹
底
す
る
。

　
最
近
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
斑
点
米
が

特
に
め
だ
っ
て
き
ま
し
た
．
七
月
上

旬
の
農
道
の
草
刈
り
と
穂
揃
期
の
薬

剤
散
布
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
倒
伏
を
防
い
で
粒
張
り
の
あ
る

米
に
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

施
肥
や
水
管
理
等
き
め
細
か
な
配
慮

を
し
て
く
だ
さ
い
。
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山
林
所
有
者
全
員
の
同
意
を

　
前
回
の
市
報
’
．
k
お
知
ら
ぜ
し
た
と

お
り
、
森
林
総
合
整
備
地
域
の
指
定

を
受
け
る
た
め
、
山
林
所
有
者
の
か

た
が
た
か
ら
同
意
を
い
た
だ
く
作
業

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
内
に
山
林
原
野
を
所
有
し
て
い

る
個
人
や
法
人
、
ま
た
は
共
有
地
代

表
者
な
ど
の
す
べ
て
の
か
た
か
ら
所

有
面
積
が
多
い
と
か
少
な
い
と
か
、

ま
た
は
造
林
作
業
を
行
う
か
ど
う
か

な
ど
に
は
関
係
な
く
、
市
内
在
住
の

該
当
者
で
あ
っ
て
苗
場
山
麓
農
地
開

発
予
定
地
に
だ
け
山
林
原
野
を
所
有

し
て
い
る
か
た
を
除
き
、
他
の
か
た

が
た
全
員
が
同
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
．

　
該
当
者
へ
は
今
月
末
ま
で
に
、
農

事
連
絡
員
ま
た
は
森
林
組
合
関
係
者

人
だ
か
ら
任
意
加
入
の
グ
ル
ー
プ
だ
。

　
A
子
さ
ん
の
ご
主
人
は
会
社
員
で

A
子
さ
ん
自
身
結
婚
す
る
ま
で
十
年

間
の
O
L
生
活
の
経
験
者
。
退
職
の

と
き
厚
生
年
金
の
脱
退
…
時
金
を
も

ら
わ
な
か
っ
た
の
で
、
厚
生
年
金
の

十
年
プ
ラ
ス
国
民
年
金
加
入
期
間
が

通
算
さ
れ
る
か
ら
老
後
の
年
金
額
も

多
い
。

　
B
子
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
し
て
結

婚
す
る
ま
で
、
二
年
間
小
学
校
の
先

生
を
し
た
。
ご
主
人
の
S
氏
は
教
務

主
任
だ
。
B
子
さ
ん
は
退
職
の
と
き

一
時
金
を
も
ら
っ
た
が
、
共
済
組
合

の
年
金
は
「
原
資
」
と
い
う
元
手
資

金
が
残
る
し
く
み
だ
か
ら
、
こ
の
二

卒
業
し
た
人
。

②
満
L
－
八
歳
に
達
し
た
後
、
児
童
福

祉
施
設
（
へ
き
地
保
育
所
）
で
三
年

以
上
児
童
の
保
護
業
務
に
従
事
し
た

人
。③

こ
の
ほ
か
厚
生
大
臣
の
定
め
る
基

準
に
従
い
、
知
事
が
適
当
な
資
格
を

有
す
る
と
認
定
し
た
人
。

監溜棄窒葱叢　新切あまな浮置
婁夫差駿李箒　資潟遠勢1才複塔
へ歳人育男　格県惑場優同し伺

擁聴翻試保離離勃
季差　老門芋　験母奮隷象邊0高

雑肇熱藁　羅婬藷
二童校。該施　・へす匙を葬福　 を　当　　　　　 はか行　お
1　　危険物取扱者試験を実施
1消防法第13の3の規定に基づく危険物取扱者試験をっ

》ぎのとおり実施します。

＞試験期日　昭和54年7月27日囲
ラ

・試験場所　県立小千谷西高等学校（小千谷市城内3）

1受付期間と受付場所　昭和54年6月25日（月）～6月30日（ガ

・十日町地域消防本部予防課（87－1555番）

　　　　市長杯争奪早朝野球大会
　市教育委員会では、つぎの要項により第5回市長杯争

奪早朝野球大会を実施します。

●期日　7月2日（月）～8月中

●会場　市営グラウンド、信濃川運動公園

●参加資格　十目町市に在住する一一般市民（中学・高校

生は除く）

●チーム編成　（1）町内単位（編成困難な場合は近隣町内

で編成）　（2）年齢40歳以上の人が2名以上試合に出場す

ること

●申込先　市教育委員会内「早朝野球大会事務局」（盈7－

3111番内線275）

●申込締切　6月20目（水）

　　　　おはようサイクリング
●実施期間　6月12目㈹～8月31目囲σ）毎週火曜・金曜

日（雨天中止）

●時間　午前5時30分集合　5時45分出発　6時30分終

了

●コース　約12～15キロメートル

●集合場所　市役所前広場

●参加料　680円（保険料）

●申込先　市民体育館または市内自転車販売店に参加料

を添えてお申し込みください。

とおガ夢お
5）

　
　
～
大
型
保
障
の
秘
決
は

　
を

に
り
即
園
民
年
金
へ
の
加
入

後
と

老
ゆ
　
あ
る
＋
五
日
の
定
例
年

～
　
　
　
金
相
談
日
に
、
三
人
の
仲

時ブ代③

良
し
奥
さ
ん
が
市
役
所
の

年
金
係
窓
口
を
訪
れ
た
．

い
ず
れ
も
ご
主
人
が
勤
め

　
　
厚
生
年
金
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
受

　
　
　
　
　
O
翻

　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
“
　
　
　
　
　
　
K

　
　
　
　
　
　
　
O

国
民
年
金

年
間
も
プ
ラ
ス
さ
れ
国
民
年
金
に
通

算
さ
れ
る
。
退
職
後
の
期
間
は
「
カ

ラ
期
間
」
（
ご
主
人
の
共
済
加
入
期

間
）
と
し
て
通
算
さ
れ
る
が
年
金
額

に
は
関
係
な
い
。

　
C
子
さ
ん
の
ご
主
人
は
農
協
職
員
。

や
は
り
十
年
の
O
L
生
活
が
あ
り
、

退
職
の
と
き
厚
生
年
金
の
脱
退
】
時

金
を
も
ら
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
厚

生
年
金
の
分
は
フ
イ
だ
。
今
後
は
国

民
年
金
一
本
で
、
一
時
金
を
も
ら
っ

た
こ
と
を
く
や
ん
で
い
た
。

　
す
で
に
皆
さ
ん
に
は
お
わ
か
り
で

し
ょ
う
．
「
転
職
・
脱
サ
ラ
し
た
ん
で

は
老
齢
年
金
の
最
低
必
要
年
数
が

た
り
な
い
ん
で
は
？
」
と
い
う
心
配

試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

◎
筆
記
試
験
　
社
会
福
祉
事
業
】
般

児
童
福
祉
事
業
概
論
、
児
童
心
理
学

及
び
精
神
衛
生
、
保
健
衛
生
学
及
び

生
理
学
、
看
護
学
及
び
実
習
、
栄
養

は
ご
無
用
．
何
度
職
業
を
か
え
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
を
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ

方
式
で
合
算
で
き
る
か
ら
だ
。
こ
れ

を
「
通
算
老
齢
年
金
」
と
呼
ん
で
い

る
．
こ
の
通
算
老
齢
年
金
を
も
ら
う

た
め
に
は
、
国
民
年
金
で
二
十
五
年
、

他
の
年
金
で
二
十
年
が
最
低
加
入
年

数
。

　
転
職
な
ど
の
場
合
は
職
場
の
人
事

担
当
が
年
金
手
続
き
を
と
っ
て
く
れ

る
が
、
国
民
年
金
で
は
自
ら
手
続
き

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
き
の

奥
さ
ん
が
た
の
よ
う
に
任
意
加
入
で

は
な
お
さ
ら
だ
．
脱
サ
ラ
即
国
民
年

金
ヘ
ー
。
こ
れ
が
老
後
の
大
型
保
障

へ
の
秘
決
。

学
及
び
実
習
、
保
育
実
習
（
筆
記
）

試
験
場
所
　
新
潟
会
場
　
県
立
新
潟

中
央
高
校
、
長
岡
会
場
　
県
立
長
岡

大
手
高
校
、
上
越
会
場
　
高
陽
会
館

試
験
期
日
　
七
月
二
十
六
日
（
木
）

七
月
二
十
七
日
（
金
）

受
験
申
請
手
続
　
十
日
町
市
社
会
福

祉
事
務
所
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
．

（
8
七
⊥
三
一
一
番
内
線
一
二
六
）

受
付
期
間
　
六
月
二
十
日
～
六
月
三

十
日
ま
で

陶
．
二
級
技
能
士
訓
練
課
程

通
信
講
座
受
講
の
お
す
す
め

　
職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
生
産
現

場
で
働
く
か
た
が
た
に
、
技
能
の
専

門
知
識
を
与
え
、
能
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
丁
二
級
技
能
士
訓
練
課

程
通
信
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◎
募
集
職
種

　
　
〈
輯
級
四
職
種
〉
機
械
加
工
科
・

仕
上
げ
科
・
配
管
科
・
板
金
科

　
　
〈
二
級
一
一
十
九
職
種
〉
機
械
科
・

仕
上
げ
科
・
機
械
製
図
科
・
機
械
検

査
科
・
時
計
修
理
科
ほ
か

◎
受
講
料
　
一
級
八
千
円

　
　
　
　
　
二
級
六
千
円

◎
修
了
年
限
　
一
力
年

◎
特
典
　
修
了
者
に
は
、
受
講
し
た

職
種
の
一
・
二
級
技
能
検
定
学
科
試

験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
受
講
申
込
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

新
潟
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
〔
〒
脚

長
岡
市
住
吉
三
丁
目
一
番
一
号
（
8

0
二
五
八
⊥
三
二
－
二
四
二
〇
番
）
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

か
職
業
訓
練
大
学
校
〔
〒
謝
神
奈
川

県
相
模
原
市
相
原
｝
九
六
〇
番
地
（
8

0
四
二
七
－
六
一
±
二
二
番
）
〕

ま
イ
．
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



内
略
へ

（4）とおガ夢3第3種郵便物認可）昭和54年6月10日

早
期
発
見

　
　
早
期
防
除
を

　
形
態
と
発
生
時
期

　
ア
メ
シ
・
は
他
の
チ
ョ
ウ
と
同
じ

ょ
う
に
成
虫
・
卵
・
幼
虫
・
サ
ナ
ギ

の
時
期
を
く
り
か
え
し
、
年
に
二
回

発
生
し
ま
す
、

成
虫
・
・
…
∴
回
目
の
発
生
は
、
五
月

中
旬
～
六
月
初
め
頃
ま
で
、
二
回
目

は
八
月
中
旬
～
九
月
上
旬
に
か
け
て

発
生
し
ま
す
。

幼
虫
－
…
第
一
回
目
の
発
生
は
、
六

月
中
旬
～
七
月
中
旬
に
か
け
、
第
二

回
目
は
八
月
中
旬
～
九
月
ド
旬
に
か

け
て
発
生
し
ま
す
。

成
虫
の
防
除
方
法

　
飛
ん
で
い
る
「
ガ
」
を
つ
か
ま
え

て
、
つ
ぶ
す
か
焼
い
て
く
だ
さ
い
、

手
で
つ
か
ん
で
も
毒
は
な
く
、
か
い

か
い
に
も
な
り
ま
せ
ん
．
卵
は
産
み

つ
け
た
葉
を
切
り
落
と
し
て
焼
く
か

踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

幼
虫
期
の
防
除
方
法

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

ア
メ
シ
ロ
を
せ
ん
滅
し
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

～
町
内
・
部
落
ぐ
る
み
で
撲
滅
を
～

は
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し

て
い
る
ト
日
～
十
四
目
位
の
間
で
す
。

．
あ
期
間
に
ス
カ
シ
状
の
葉
を
切
り

取
り
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
毛
虫
が
巣
の
中
に

入
っ
て
い
る
間
は
、
糸
で
巣
を
作
っ

て
い
る
た
め
、
薬
剤
に
よ
る
防
除
は

巣
の
中
ま
で
薬
が
入
り
に
く
く
効
果

は
非
常
に
薄
く
な
り
ま
す
、

　
具
体
的
に
は
、
つ
ぎ
の
防
除
方
法

が
あ
り
ま
す
，

◆
枝
切
方
法

　
ア
メ
シ
・
の
巣
が
あ
る
枝
を
高
枝

切
り
バ
サ
ミ
か
カ
マ
を
竹
竿
等
の
長

い
棒
の
先
に
く
く
り
つ
け
切
り
落
と

し
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
け
ま
す
．

◆
巣
焼
き
方
法

　
竹
竿
等
の
先
端
に
空
缶
を
取
り
つ

け
、
そ
の
中
に
灯
油
を
ひ
た
し
た
布

切
れ
を
入
れ
、
火
を
つ
け
て
巣
を
焼

い
て
し
ま
う
方
法
で
す
。
こ
の
方
法

を
用
い
る
と
き
は
、
火
に
十
分
注
意

し
、
山
火
事
等
に
気
を
つ
け
る
と
共

に
子
ど
も
さ
ん
に
ま
ね
を
さ
せ
な
い

よ
う
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
薬
剤
散
布
方
法

　
ア
メ
シ
・
が
巣
か
ら
出
て
樹
木
全

体
に
分
散
し
た
時
期
の
防
除
方
法
で

す
．
薬
剤
に
よ
る
防
除
は
薬
が
か
か

っ
た
虫
は
死
に
ま
す
が
、
樹
木
全
体

隷警鑑議翻
　　聯・・　　　　　　　、　　蝉　　　、唖　　凡　　“㌔　　　　　、　　　　　　　　　’・　　　　　　■Ψ　　ず

　rl∫農林課（行7－3111番有線52712）では、

アメシ・専用び）防除機と高枝切りバサミを

用意し、つぎの要領で無料貸し出します。

貸付対象者

市政事務嘱託員及び各事業所責任者（防除

は町内や部落全体で行才）ないと効果があり

ませんので、個人貸し出しはいたしません

借受け方法

　借受けを希望するかたは、嘱託員及び事

務所責任者を通じ市農林課へ申し込み、使

用方法等の説明を受けてください。

　なお、台数に限りがありますので、借受

ける二、三日前に申し込み、その結果によ

り町内や部落の防除日程を決めるようにし

てください。

に
ち
ら
ば
っ
て
お
り
、
必
ず
薬
の
か

か
ら
な
い
虫
が
残
り
、
そ
の
一
匹
が

ま
た
『
．
一
百
か
ら
千
個
の
卵
を
産
む
の

で
撲
滅
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
す
。

◆
代
表
的
な
防
除
薬

　
D
D
V
P
乳
剤
、
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ

ク
ス
乳
剤
等
が
あ
り
、
薬
局
や
農
協

等
で
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
．
（
薬
剤
等

の
使
用
に
当
っ
て
は
、
使
用
方
法

等
十
分
注
意
し
、
事
故
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
た
さ
い
）

防
除
は
市
農
業
共
済
組
合
・

市
農
協
で
も
し
て
く
れ
ま
す

幼
虫
期
の
最
も
効
果
の
あ
る
時
期

　
市
農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
て
も

防
除
し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
つ

ぎ
の
事
項
に
、
こ
留
意
く
だ
さ
い
．

一
、
大
型
防
除
機
械
で
す
か
ら
二
～

三
町
内
ま
と
ま
っ
て
実
施
す
る
．

二
、
責
任
者
を
は
っ
き
り
と
決
め
る
．

三
、
防
除
当
日
は
、
人
夫
（
ホ
ー
ス

持
ち
V
を
四
～
五
人
出
役
さ
せ
る
．

四
、
防
除
当
日
ま
で
に
、
ド
ラ
ム
カ

ン
位
の
大
き
さ
の
容
器
に
、
水
を
満

た
し
て
二
～
三
本
用
意
し
て
お
く
．

五
、
町
内
の
防
除
体
制
が
整
っ
た
ら
、

実
施
す
る
一
週
間
位
前
に
、
市
農
協

ま
た
は
市
農
業
共
済
組
合
へ
連
絡
し

日
程
等
打
合
せ
て
く
だ
さ
い
．
（
連
絡

先
　
市
農
協
営
農
課
　
8
七
ー
一
五

七
一
番
、
市
農
業
共
済
組
合
　
8
二

－
二
二
六
四
番
）

六
、
防
除
薬
剤
は
、
防
除
実
施
者
の

負
担
と
し
、
防
除
機
械
の
使
用
料
は

農
業
共
済
組
合
の
機
械
と
も
一
時
間

当
り
五
千
五
百
円
で
す
。

　
ど
ち
ら
も
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
↓

人
付
き
ま
す
。

瀞
妻
宅
児
置
そ
ラ
シリーズ

品6

良
質
米
の
生
産
と

　
　
出
荷
を
伸
ば
そ
う

　
米
の
過
剰
を
背
景
と
し
て
良
質
・

美
味
の
米
作
り
が
全
国
各
地
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
米
づ
く
り
七
∴
二

運
動
を
展
開
し
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
越

路
早
生
を
中
心
と
し
た
自
主
流
通
米

扱
い
の
銘
柄
品
種
の
作
付
け
を
七
割

に
も
っ
て
い
こ
う
と
い
う
目
標
に
向

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．
こ
の
う

ち
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
作
付
け
率
は
約
三

十
九
％
に
伸
び
ま
し
た
が
、
出
荷
率

の
方
は
二
十
九
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

も
う
少
し
作
付
け
と
同
時
に
出
荷
も

伸
ば
す
努
力
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
図
の
よ
う
に
、
も
は
や
コ
シ
ヒ
カ

リ
は
新
潟
県
だ
け
の
専
売
特
許
で
は

な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
新
潟
県
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
た
し

か
に
全
国
一
う
ま
い
米
で
す
。
そ
の

中
で
も
特
に
魚
沼
の
米
は
う
ま
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か

中
　
魚
　
沼

農
業
改
良
普
及
所

釦
　
　
　
　
　
璽
姦

穫
　
　
　
　
％

躍
㊤
畠
山
蝋
　
③
宮
崎

リ
荷

力
出

ヒ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
千
葉

　
　
　
　
写
諜
木

シ
す

コ
対⑧

新
斑
　
鵬
⑤

　
　
鉱

ら
と
言
っ
て
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
さ
え
あ

れ
ば
な
ん
で
も
有
利
に
売
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
名
実
と
も
に
日
本
一

う
ま
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
す
る
に
は
、

次
の
こ
と
を
完
全
に
実
行
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

一
、
整
粒
歩
合
を
高
め
る

　
未
熟
粒
を
と
っ
て
粒
ぞ
ろ
い
を
よ

く
す
る
こ
と
で
す
。
目
標
は
七
十
五

％
以
上

二
、
乾
燥
に
注
意
し
、
過
乾
燥
や
胴

割
れ
な
ど
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る

三
、
い
も
ち
病
に
つ
け
な
い

　
早
期
発
見
、
早
期
防
除
が
大
切
で

す
。
手
遅
れ
散
布
は
効
果
半
減
で
す
。

四
、
カ
メ
ム
シ
防
除
を
徹
底
す
る
。

　
最
近
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
斑
点
米
が

特
に
め
だ
っ
て
き
ま
し
た
．
七
月
上

旬
の
農
道
の
草
刈
り
と
穂
揃
期
の
薬

剤
散
布
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
倒
伏
を
防
い
で
粒
張
り
の
あ
る

米
に
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

施
肥
や
水
管
理
等
き
め
細
か
な
配
慮

を
し
て
く
だ
さ
い
。
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山
林
所
有
者
全
員
の
同
意
を

　
前
回
の
市
報
’
．
k
お
知
ら
ぜ
し
た
と

お
り
、
森
林
総
合
整
備
地
域
の
指
定

を
受
け
る
た
め
、
山
林
所
有
者
の
か

た
が
た
か
ら
同
意
を
い
た
だ
く
作
業

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
内
に
山
林
原
野
を
所
有
し
て
い

る
個
人
や
法
人
、
ま
た
は
共
有
地
代

表
者
な
ど
の
す
べ
て
の
か
た
か
ら
所

有
面
積
が
多
い
と
か
少
な
い
と
か
、

ま
た
は
造
林
作
業
を
行
う
か
ど
う
か

な
ど
に
は
関
係
な
く
、
市
内
在
住
の

該
当
者
で
あ
っ
て
苗
場
山
麓
農
地
開

発
予
定
地
に
だ
け
山
林
原
野
を
所
有

し
て
い
る
か
た
を
除
き
、
他
の
か
た

が
た
全
員
が
同
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
．

　
該
当
者
へ
は
今
月
末
ま
で
に
、
農

事
連
絡
員
ま
た
は
森
林
組
合
関
係
者

人
だ
か
ら
任
意
加
入
の
グ
ル
ー
プ
だ
。

　
A
子
さ
ん
の
ご
主
人
は
会
社
員
で

A
子
さ
ん
自
身
結
婚
す
る
ま
で
十
年

間
の
O
L
生
活
の
経
験
者
。
退
職
の

と
き
厚
生
年
金
の
脱
退
…
時
金
を
も

ら
わ
な
か
っ
た
の
で
、
厚
生
年
金
の

十
年
プ
ラ
ス
国
民
年
金
加
入
期
間
が

通
算
さ
れ
る
か
ら
老
後
の
年
金
額
も

多
い
。

　
B
子
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
し
て
結

婚
す
る
ま
で
、
二
年
間
小
学
校
の
先

生
を
し
た
。
ご
主
人
の
S
氏
は
教
務

主
任
だ
。
B
子
さ
ん
は
退
職
の
と
き

一
時
金
を
も
ら
っ
た
が
、
共
済
組
合

の
年
金
は
「
原
資
」
と
い
う
元
手
資

金
が
残
る
し
く
み
だ
か
ら
、
こ
の
二

卒
業
し
た
人
。

②
満
L
－
八
歳
に
達
し
た
後
、
児
童
福

祉
施
設
（
へ
き
地
保
育
所
）
で
三
年

以
上
児
童
の
保
護
業
務
に
従
事
し
た

人
。③

こ
の
ほ
か
厚
生
大
臣
の
定
め
る
基

準
に
従
い
、
知
事
が
適
当
な
資
格
を

有
す
る
と
認
定
し
た
人
。

監溜棄窒葱叢　新切あまな浮置
婁夫差駿李箒　資潟遠勢1才複塔
へ歳人育男　格県惑場優同し伺

擁聴翻試保離離勃
季差　老門芋　験母奮隷象邊0高

雑肇熱藁　羅婬藷
二童校。該施　・へす匙を葬福　 を　当　　　　　 はか行　お
1　　危険物取扱者試験を実施
1消防法第13の3の規定に基づく危険物取扱者試験をっ

》ぎのとおり実施します。

＞試験期日　昭和54年7月27日囲
ラ

・試験場所　県立小千谷西高等学校（小千谷市城内3）

1受付期間と受付場所　昭和54年6月25日（月）～6月30日（ガ

・十日町地域消防本部予防課（87－1555番）

　　　　市長杯争奪早朝野球大会
　市教育委員会では、つぎの要項により第5回市長杯争

奪早朝野球大会を実施します。

●期日　7月2日（月）～8月中

●会場　市営グラウンド、信濃川運動公園

●参加資格　十目町市に在住する一一般市民（中学・高校

生は除く）

●チーム編成　（1）町内単位（編成困難な場合は近隣町内

で編成）　（2）年齢40歳以上の人が2名以上試合に出場す

ること

●申込先　市教育委員会内「早朝野球大会事務局」（盈7－

3111番内線275）

●申込締切　6月20目（水）

　　　　おはようサイクリング
●実施期間　6月12目㈹～8月31目囲σ）毎週火曜・金曜

日（雨天中止）

●時間　午前5時30分集合　5時45分出発　6時30分終

了

●コース　約12～15キロメートル

●集合場所　市役所前広場

●参加料　680円（保険料）

●申込先　市民体育館または市内自転車販売店に参加料

を添えてお申し込みください。

とおガ夢お
5）

　
　
～
大
型
保
障
の
秘
決
は

　
を

に
り
即
園
民
年
金
へ
の
加
入

後
と

老
ゆ
　
あ
る
＋
五
日
の
定
例
年

～
　
　
　
金
相
談
日
に
、
三
人
の
仲

時ブ代③

良
し
奥
さ
ん
が
市
役
所
の

年
金
係
窓
口
を
訪
れ
た
．

い
ず
れ
も
ご
主
人
が
勤
め

　
　
厚
生
年
金
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
受

　
　
　
　
　
O
翻

　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
“
　
　
　
　
　
　
K

　
　
　
　
　
　
　
O

国
民
年
金

年
間
も
プ
ラ
ス
さ
れ
国
民
年
金
に
通

算
さ
れ
る
。
退
職
後
の
期
間
は
「
カ

ラ
期
間
」
（
ご
主
人
の
共
済
加
入
期

間
）
と
し
て
通
算
さ
れ
る
が
年
金
額

に
は
関
係
な
い
。

　
C
子
さ
ん
の
ご
主
人
は
農
協
職
員
。

や
は
り
十
年
の
O
L
生
活
が
あ
り
、

退
職
の
と
き
厚
生
年
金
の
脱
退
】
時

金
を
も
ら
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
厚

生
年
金
の
分
は
フ
イ
だ
。
今
後
は
国

民
年
金
一
本
で
、
一
時
金
を
も
ら
っ

た
こ
と
を
く
や
ん
で
い
た
。

　
す
で
に
皆
さ
ん
に
は
お
わ
か
り
で

し
ょ
う
．
「
転
職
・
脱
サ
ラ
し
た
ん
で

は
老
齢
年
金
の
最
低
必
要
年
数
が

た
り
な
い
ん
で
は
？
」
と
い
う
心
配

試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

◎
筆
記
試
験
　
社
会
福
祉
事
業
】
般

児
童
福
祉
事
業
概
論
、
児
童
心
理
学

及
び
精
神
衛
生
、
保
健
衛
生
学
及
び

生
理
学
、
看
護
学
及
び
実
習
、
栄
養

は
ご
無
用
．
何
度
職
業
を
か
え
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
を
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ

方
式
で
合
算
で
き
る
か
ら
だ
。
こ
れ

を
「
通
算
老
齢
年
金
」
と
呼
ん
で
い

る
．
こ
の
通
算
老
齢
年
金
を
も
ら
う

た
め
に
は
、
国
民
年
金
で
二
十
五
年
、

他
の
年
金
で
二
十
年
が
最
低
加
入
年

数
。

　
転
職
な
ど
の
場
合
は
職
場
の
人
事

担
当
が
年
金
手
続
き
を
と
っ
て
く
れ

る
が
、
国
民
年
金
で
は
自
ら
手
続
き

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
き
の

奥
さ
ん
が
た
の
よ
う
に
任
意
加
入
で

は
な
お
さ
ら
だ
．
脱
サ
ラ
即
国
民
年

金
ヘ
ー
。
こ
れ
が
老
後
の
大
型
保
障

へ
の
秘
決
。

学
及
び
実
習
、
保
育
実
習
（
筆
記
）

試
験
場
所
　
新
潟
会
場
　
県
立
新
潟

中
央
高
校
、
長
岡
会
場
　
県
立
長
岡

大
手
高
校
、
上
越
会
場
　
高
陽
会
館

試
験
期
日
　
七
月
二
十
六
日
（
木
）

七
月
二
十
七
日
（
金
）

受
験
申
請
手
続
　
十
日
町
市
社
会
福

祉
事
務
所
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
．

（
8
七
⊥
三
一
一
番
内
線
一
二
六
）

受
付
期
間
　
六
月
二
十
日
～
六
月
三

十
日
ま
で

陶
．
二
級
技
能
士
訓
練
課
程

通
信
講
座
受
講
の
お
す
す
め

　
職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
生
産
現

場
で
働
く
か
た
が
た
に
、
技
能
の
専

門
知
識
を
与
え
、
能
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
丁
二
級
技
能
士
訓
練
課

程
通
信
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◎
募
集
職
種

　
　
〈
輯
級
四
職
種
〉
機
械
加
工
科
・

仕
上
げ
科
・
配
管
科
・
板
金
科

　
　
〈
二
級
一
一
十
九
職
種
〉
機
械
科
・

仕
上
げ
科
・
機
械
製
図
科
・
機
械
検

査
科
・
時
計
修
理
科
ほ
か

◎
受
講
料
　
一
級
八
千
円

　
　
　
　
　
二
級
六
千
円

◎
修
了
年
限
　
一
力
年

◎
特
典
　
修
了
者
に
は
、
受
講
し
た

職
種
の
一
・
二
級
技
能
検
定
学
科
試

験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
受
講
申
込
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

新
潟
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
〔
〒
脚

長
岡
市
住
吉
三
丁
目
一
番
一
号
（
8

0
二
五
八
⊥
三
二
－
二
四
二
〇
番
）
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

か
職
業
訓
練
大
学
校
〔
〒
謝
神
奈
川

県
相
模
原
市
相
原
｝
九
六
〇
番
地
（
8

0
四
二
七
－
六
一
±
二
二
番
）
〕

ま
イ
．
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



筋
h
臥

（6）とお』が♂し3

難羅難

難
雛
灘
難
羅灘

　
第
十
二
回
市
展
は
、
十
月
十
二
～

卜
四
日
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
市
公
民
館
で
は
今
年
度
の
市
展

ポ
ス
タ
ー
を
つ
き
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

○
募
集
内
容
　
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
。

○
応
募
方
法
　
ω
紙
の
大
き
さ
は
、

B
3
判
（
太
洋
紙
の
四
分
の
一
、
約

39

㎝
x
5
4
㎝
）

　
佗
色
は
地
色
を
含
め
三
色
以
内
、

　
侶
使
用
文
字
は
「
第
新
、
一
回
」
と

「
市
展
」

○
締
切
目
　
レ
月
八
日
（
金
）

○
送
付
先
　
レ
日
町
市
学
校
町
　
十

日
町
市
公
民
館
市
展
係
（
3
七
－
五

〇
二
番
）

○
審
査
　
第
十
二
回
市
展
運
営
委
員

会

○
賞
金
・
発
表

人
選
一
点
　
賞
金
一
万
円

佳
作
数
点
　
賞
品

　
入
選
作
品
は
「
第
十
二
回
市
展
ポ

ス
ダ
ー
」
と
し
て
印
刷
し
、
市
内
に

掲
示
し
ま
す
．

○
そ
の
他
　
OD
原
画
の
］
部
を
修
正

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
、

　
図
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
圖
応
募
作
品
の
版
権
は
、
十
日
町

公
民
館
に
属
し
ま
す
、

第3橦郵便物認可）昭和54年6月10日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　　　　　　　会　　　　　　　　　　　　協　　　　　　　　　育　　　　　　体　　　区
塊

　　　　下条地区体協
6、一24球技ノく会　　　（卜条小外）

7／22地区体育祭　　（卜条小）

8／16野球大会　　　（ド条小外）

0／21ハイキンブ　　（未定）

319スキーび）集い　　（中峰スキー場

　　　　　川治地区体協

7／15地区民大運動会　　　（川治小）

8／27野球大会　　　（南中外）

9／｛狛排球大会　　　（南中）

11／11バスケットボール大会　　　（南中

2／17スキー大会　　　（市民スキー場）

　　　　　六箇地区体協

6／上旬ゾフトボール大会　　（六箇

7／中旬地区大運動会　　（六箇小

8／ド旬球技大会　　　（六箇小）

10／10球技大会　　　（六箇小）

3／上旬雪上運動会　　　（六箇小）

　　　　飛渡地区体協
7／22地区民運動会　　（飛一

7／　球技大会　　　（飛一小）

2／　スキー大会　　　（飛ニノ、

　　　　吉田地区体協
7！卜旬～8／L旬　早朝野球大会　（吉田中

7／ド旬地区民体育大会　　（吉田中）

8／15野球大会　　　（吉田中外）

0／中旬ママさんバレーボール大会

　　　　　　　　　　　　　（鐙島小）
1／ L旬バスケットボー・レ大会（鐙島小）

3／、L旬地区民スキー人会

　　　　　　　　　（権現山スキー場）

　　　　水沢地区体協
7／22地区民体育祭　　　（水沢中）
8／ L旬学童ソフトボール大会（水沢中）
8／15野球大会　　（太田島グラウンド外

9／　排球ナイターリーグ　　　（水沢小）

　　　　　　中条地区体協
　（中条ブロツケ）

　7／校区民体育祭　　　（中条小）

　8／少年野球大会　　　（中条中）

　8／27校区民ソフトボール大会（中条中
　10／校区民バレーボール大会（中条小）

　10／校区民バスケットボール大会（中条ノ

　11／青少年球技大会　　　（東小）

　12／校区民バドミントン大会（中条小）

　（人井田ブロツク）

　7／～9／町内対抗バレーボール人会（東小

　7／　大井田地区民大運動会　　　（東小）

　9／町内対抗バレーボー’レ大会　　（東小）

　（彩d痩ξブロック）

18／町内野球姶　（綻）

》“蒔魯“訟齢

　　　シリーズ蕉3

十日町大火．
明治33年6月10日

で
若
葉
の
緑
色
添
へ
て

　
深
山
の
雪
の
跡
も
な
く

風
暖
に
心
地
よ
く

　
楽
し
き
夢
を
や
結
ぶ
ら
ん

警
鐘
乱
打
夢
破
れ

　
火
事
よ
火
事
よ
と
耳
を
つ
く

戸
外
に
出
て
て
打
見
れ
は

　
南
の
空
に
火
は
高
し

時
は
．
水
無
月
風
つ
柔
く

　
炎
を
北
に
吹
き
飛
は
し

勢
凄
く
焼
き
立
て
て

　
雲
焦
げ
た
だ
れ
天
赤
く

南
に
北
に
西
東

　
焼
け
広
ろ
こ
り
て
果
も
な
く

勢
猛
き
消
防
夫

　
必
死
に
防
く
か
ひ
も
な
く

千
戸
に
あ
ま
る
町
々
も

　
あ
わ
れ
一
夜
の
夢
の
間
に

焼
き
払
は
れ
て
今
は
只

　
わ
づ
か
に
残
る
八
十
余
戸

九
死
の
中
に
】
生
を

　
得
た
る
五
千
の
諸
人
は

便
ら
ん
人
も
同
じ
様

　
宿
ら
ん
家
の
か
け
も
な
し

雨
凌
く
べ
き
笠
一
つ

　
喉
湿
ほ
さ
ん
一
と
雫

息
は
ん
薦
纏
ふ
衣

　
求
む
る
す
べ
も
あ
ら
は
こ
そ

老
を
慰
た
む
る
食
も
な
く

　
乳
児
を
瞭
さ
む
糧
も
な
く

泣
く
子
の
ま
ま
に
父
母
も

　
涙
の
外
ぞ
な
か
り
け
る

か
く
も
悲
し
き
諸
人
の

　
其
有
様
は
実
に
や
こ
れ

焼
野
の
雑
子
夜
の
鶴

あ
わ
れ
と
い
ふ
も
お
ろ
か
な
り

ひ
ろ
き
焼
野
の
跡
吊
（
弔
）
へ
は

　
月
の
か
け
さ
へ
い
と
う
す
く

一
声
叫
ぶ
ほ
と
と
ぎ
す

　
小
さ
き
蛍
の
二
つ
一
．
ぢ

　
こ
の
詩
は
、
大
火
の
惨
状
を
リ
ア

ル
に
う
た
い
あ
け
た
も
の
哲
＼
十
日
町

町
史
の
中
に
”
火
災
の
歌
”
と
し
て

記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
私
は
、
川
原
町
で
生
ま

れ
育
っ
た
母
（
明
2
8
生
）
か
ら
、
こ

の
大
火
の
模
様
を
度
々
聞
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
L
る
と
、
晴
天
続
き
だ
っ

た
そ
の
夜
は
殊
の
外
蒸
し
暑
く
て
寝

苦
し
く
、
・
火
事
だ
ぞ
〃
の
声
に
起

こ
さ
れ
た
時
に
は
風
に
加
え
て
久

方
ぶ
り
に
小
雨
が
降
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
母
は
大
切
に
し
て
い
た
人
形
を

だ
き
し
め
、
兄
や
妹
達
レ
ニ
緒
に
祖

母
に
付
き
添
わ
れ
て
写
真
場
の
近
く

の
桑
畑
（
今
の
愛
宕
幼
稚
園
の
ゲ
ラ

ウ
ン
ド
附
近
）
に
避
難
し
、
そ
こ
で

一
夜
を
過
．
こ
し
た
と
の
こ
と
ー
．
、
す
。

　
・
〆
、
し
て
翌
朝
、
目
を
覚
ま
し
て
川

原
町
が
我
が
家
共
々
、
明
け
方
に
吹

い
た
江
道
嵐
の
お
か
げ
で
奇
跡
的
に

難
を
の
が
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た

時
に
は
「
お
ら
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ

し
く
て
涙
が
と
め
ど
も
な
く
出
た
っ

け
ぜ
」
と
述
懐
し
て
い
ま
し
た
．
、

　
諏
訪
の
森
を
赤
々
と
染
め
た
紅
蓮

の
炎
と
逆
巻
く
焦
煙
が
更
に
勢
を
増

し
て
晒
川
ぞ
い
の
町
々
に
猛
然
と
襲

い
か
か
っ
て
く
る
中
を
、
逃
げ
ま
ど

う
避
難
民
の
群
れ
、
必
死
で
消
火
に

は
げ
む
火
消
び
と
な
ど
が
交
錯
す
る

地
獄
絵
さ
な
が
ら
の
す
さ
ま
じ
い
光

景
を
目
の
当
り
に
し
た
母
は
恐
怖
に

お
の
の
き
、
子
供
心
に
も
強
烈
な
印

象
と
し
て
脳
裏
の
奥
に
き
ざ
み
こ
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
し
て
母
は
、
そ
の
後
も
近
所
の

火
事
さ
わ
ぎ
に
何
度
も
遭
遇
し
、
火

の
こ
わ
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た

だ
け
に
、
火
の
扱
い
に
は
異
状
な
ほ

ど
の
神
経
を
使
い
、
ま
た
家
族
に
も

そ
の
思
想
を
厳
し
く
躾
け
て
い
ま
し

た
．
お
か
げ
で
私
達
も
日
頃
か
ら
防

火
に
心
が
け
、
習
慣
と
し
て
就
寝
前

の
火
の
元
点
検
が
身
に
つ
き
、
い
わ

ば
わ
が
家
の
家
訓
に
も
な
っ
て
い
ま

す
．
そ
の
母
も
昨
年
二
月
、
八
十
二

才
で
天
寿
を
全
う
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
大
島
伊
一
）
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六
月
十
七
日
・
十
日
町
公
民
館

　
今
年
は
、
社
会
教
育
法
が
施
行
さ

れ
て
三
十
年
、
し
か
も
中
魚
沼
郡
の

全
町
村
に
公
民
館
が
設
置
さ
れ
て
三

十
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。

　
郡
市
社
会
教
育
振
興
会
で
は
、
今

回
の
大
会
を
、
公
民
館
の
初
心
を
確

か
め
、
お
互
い
の
実
践
を
交
流
し
な

が
ら
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
さ
ぐ
り
あ

う
会
に
し
た
い
と
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
社
会
教
育
関
係
者
、
各
種

団
体
、
グ
ル
㌧
フ
の
か
た
が
た
の
多

数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
　
六
月
十
七
日
（
目
）

会
場
　
レ
目
町
市
公
民
館

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

講
演
　
　
「
公
民
館
の
初
心
」

身近なことから市政を知ろう

　
　
　
実
務
技
能
検
定
協
会
長

　
　
　
　
寺
中
作
雄
氏

発
表
　
枯
木
又
婦
入
学
級
（
影
絵
）

　
吉
田
コ
ー
ラ
ス
教
室
（
合
唱
）

　
＋
日
町
市
民
吹
奏
楽
団
（
演
奏
）

本
を

　
ご
寄
贈
く
だ
さ
い

　
自
動
車
文
庫
「
こ
だ
ま
号
」
が
四

月
か
ら
動
き
始
め
ま
し
た
、
ま
た
、

暖
か
い
季
節
に
な
っ
て
公
民
館
図
書

室
に
連
日
多
く
の
か
た
が
た
が
お
見

え
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
こ
こ
数
年
、
年
々
市
内
の
読

書
熱
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
．
公
民
館
で
も
で
き
る
だ
け
た
く

　
　
　
婦
人
講
座
開
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
～
仲
間
を
さ
そ
っ
て
～

　
ふ
だ
ん
、
な
に
げ
な
く
生
活
し
て
い
る
わ
た
し
た
ち
の
囲
り

に
も
政
治
は
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　
今
年
は
「
暮
ら
し
の
中
の
政
治
」
を
身
近
か
な
こ
と
か
ら
、

「
市
政
の
学
習
」
を
と
お
し
て
べ
ん
き
ょ
う
い
た
し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
す
す
め
る
講
座
で
す
．
「
政
治
な
ど
」
と
お
っ
し
『
や

ら
ず
に
ぜ
ひ
仲
間
に
入
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

学
習
日
　
　
毎
月
第
二
、
四
金
曜
日
（
六
月
～
十
月
）

時
　
間
　
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場
　
所
　
　
十
目
町
市
公
民
館

学
習
方
法
　
講
義
、
話
合
い
、
見
学
な
ど

第
一
回
目
の
学
習
は
六
月
二
十
二
日
午
後
一
時
半
か
ら
で
す
．

　
本
人
の
宛
名
書
き
を
し
た
ハ
ガ
キ
五
枚
を
、
第
一
回
学
習
日
に

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
．
当
日
都
合
の
悪
い
か
た
は
公
民
館
へ
届

け
て
く
だ
さ
い
。

さ
ん
の
本
を
用
意
す
る
よ
う
に
し
て

き
ま
し
た
が
、
公
民
館
の
力
だ
け
で

は
み
な
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に

眠
っ
て
い
る
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

公
民
館
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
．
押
入
れ
の
中
の
本
も
公

民
館
で
は
、
何
回
も
生
き
て
働
い
て

く
れ
ま
す
．
ど
う
か
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ご
連
絡
は
、
3
七
－
五
〇
］
一
番
へ
。

青
年
大
学
講
座

集
　
～
結
婚
墜
、

募
翻
調
蝶
麟
纒

　
を
た
を
児
の
こ
と
な
ど

目
貝
の
座
女
性
が
考
え
な

委
姓
講
盟
譲
慧

企画
～
さ
ん
あ
－
ま
濡

　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
こ
と
カ

　
　
　
　
　
　
　
ら
、
女
性
が
今

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま

た
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
、
こ
の
講
座
の
中
で
と
り
あ
げ
て

み
ま
す
。
ひ
と
か
ら
与
え
ら
れ
た
講
座
で

な
く
、
自
ら
の
問
題
を
自
分
達
の
中
で

考
え
て
ゆ
く
…
…
．
そ
ん
な
講
座
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
、
の
た
め
に

受
講
希
望
の
み
な
さ
ん
の
中
か
ら
、

企
画
委
員
を
募
集
し
ま
す
．

応
募
資
格
　
三
十
五
歳
ま
で
の
女
性

内
容
　
講
座
の
内
容
、
進
め
方
な
ど

　
を
検
討
し
ま
す
．

申
込
締
切
　
六
月
二
十
三
日
（
土
）

申
込
先
　
十
目
町
市
公
民
館
、
青
年

　
大
学
講
座
係
（
8
七
－
五
〇
一
一
番
）

★
美
佐
島
の
お
か
あ
さ
ん

　
津
池
、
大
池
、
赤
倉
、
菅
沼
…
…

美
佐
島
地
区
の
か
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が

寒
い
冬
の
コ
タ
ツ
の
中
で
書
い
た

も
の
で
す
。
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち

の
見
る
母
親
像
と
か
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

の
つ
ぶ
や
き
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

響

蟻能劇瞬　’　　　曽

静噸麟

　　　　　　難
　　　難1羅

★
山
の
灯

　
飛
渡
、
枯
木
又
か
あ
ち
ゃ
ん
俳
句
の

会
の
句
集
で
す
。
過
疎
化
が
進
む
中

で
、
俳
句
を
通
し
て
生
き
が
い
を
、

そ
し
て
村
に
明
る
い
灯
を
…
…
と
願

っ
て
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

★
わ
ら
ぼ
し

　
飛
渡
地
区
全
域
の
集
ま
り
が
な
く

な
り
、
こ
の
文
集
を
通
し
て
、
婦
人

達
の
交
流
の
場
を
…
…
と
考
え
始
め

た
も
の
で
す
．
皆
ん
な
で
部
落
の
こ

と
を
考
え
る
材
料
に
も
し
て
い
ま
す
。

★
ら
く
が
き

　
吉
田
公
、
錘

民
館
、
鉢
。
騒
馨

婦
人
学
級
彪

の
皆
さ
ん

力
　
　
日
々

の
生
活
の
出
来
事
や
思
っ
て
い
る
こ

と
を
書
い
た
文
集
で
す
．
題
名
の
通

り
、
気
楽
に
書
い
た
も
の
を
載
せ
て

あ
り
ま
す
。

　
ー
ー
ー
ー
ー
9
…
j
j

　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
の
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
こ
　
　
ヤ

　
　
　
す
が
こ
て
剖
で

　
　
　
ま
す
る
し
と
味
　
　
の

　
　
　
し
で
　
　
　
　
　
　
　
　
す

①
　
　
　
　
　
　
見
接
く
意

　
　
　
　
を
様
に
に
書
な
　
　
ま

　
　
　
　
介
い
集
際
を
ん
。
り

　
　
　
　
紹
多
文
実
章
そ
い
あ

　
　
　
　
、
こ
が
人
に
文
。
さ
に

介
の
人
婦
章
が
す
だ
館

　
　
　
　
集
う
の
文
分
ま
く
民

　
紹
　
　
　
　
文
い
ら
の
自
来
覧
公

　
　
　
　
人
と
れ
他
は
て
、
こ
区

　
’
』
婦
…
こ
よ
ど
れ
を
’
地

　
　
　
　
た
手
、
コ
こ
わ
集
各

　
の
肌
階
が
奪
表
ト
収

　
　
　
　
干
力
果
　
　
出
て
　
一
し

集
発
の
成
仇
し
・
ポ
る

　
文
鰍
割
翫
鰭
艘
融
ル
軸

人
欝
群
灘
濃
騰

　
婦
　
　
　
　
、
、
書
す
ら
あ
ら
民

　
　
　
　
度
く
を
ま
か
の
れ
公

　
　
　
　
年
か
の
き
中
力
こ
市

★
信
江

　
吉
田
地
区
に
住
む
”
か
あ
ち
ゃ
ん
”

た
ち
の
生
活
記
録
で
す
。
昭
和
三

十
七
年
初
刊
で
、
今
年
第
十
七
号
に

　
　
　
蟻
鯉
　
華
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
鑑
　
　
　
　
蟻
郷

鮎
嶽
翫
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
活
の
中
で
”
な

「
ー
緋
㍑
隣
㍑
獣
」

ど
。
生
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

★
東
下
組
の
わ
た
し

　
戦
時
中
の
思
い
出
か
ら
、
現
在
の

部
落
の
問
題
、
家
庭
の
あ
り
方
な
ど

皆
ん
な
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
、
下
条
東
下
組
の
か
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
が
書
い
て
い
ま
す
。

裳駿羅鷺経霞G

★
ま
た
た
び

　
枯
木
又
は
高
冷
地
で
“
ま
た
た
び
”

も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、
婦

人
学
級
の
文
集
に
こ
の
名
が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
で
九
号
で
す
。
他

の
地
域
に
は
な
い
も
の
を
…
…
と
毎

年
書
き
続
け
て
い
ま
す
。

鰻
灘
響

★
ら
く
が
き

　
田
麦
婦
人

　
　
　
　
　
毒
、

韓
昭
潔
鱒
．

級
生
間
で
ま
、
め
　
　
　
　
　
2

わ
し
書
き
し

て
い
た
「
ら
く
書
き
帳
」
を
一
冊
の

本
に
ま
と
め
ま
し
た
。
忙
し
い
毎
日

の
生
活
の
記
録
を
、
素
直
な
描
写
で

書
か
れ
て
い
ま
す
．



筋
h
臥

（6）とお』が♂し3

難羅難

難
雛
灘
難
羅灘

　
第
十
二
回
市
展
は
、
十
月
十
二
～

卜
四
日
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
市
公
民
館
で
は
今
年
度
の
市
展

ポ
ス
タ
ー
を
つ
き
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

○
募
集
内
容
　
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
。

○
応
募
方
法
　
ω
紙
の
大
き
さ
は
、

B
3
判
（
太
洋
紙
の
四
分
の
一
、
約

39

㎝
x
5
4
㎝
）

　
佗
色
は
地
色
を
含
め
三
色
以
内
、

　
侶
使
用
文
字
は
「
第
新
、
一
回
」
と

「
市
展
」

○
締
切
目
　
レ
月
八
日
（
金
）

○
送
付
先
　
レ
日
町
市
学
校
町
　
十

日
町
市
公
民
館
市
展
係
（
3
七
－
五

〇
二
番
）

○
審
査
　
第
十
二
回
市
展
運
営
委
員

会

○
賞
金
・
発
表

人
選
一
点
　
賞
金
一
万
円

佳
作
数
点
　
賞
品

　
入
選
作
品
は
「
第
十
二
回
市
展
ポ

ス
ダ
ー
」
と
し
て
印
刷
し
、
市
内
に

掲
示
し
ま
す
．

○
そ
の
他
　
OD
原
画
の
］
部
を
修
正

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
、

　
図
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
圖
応
募
作
品
の
版
権
は
、
十
日
町

公
民
館
に
属
し
ま
す
、

第3橦郵便物認可）昭和54年6月10日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　　　　　行　　　　　　　　　　　　　　　会　　　　　　　　　　　　協　　　　　　　　　育　　　　　　体　　　区
塊

　　　　下条地区体協
6、一24球技ノく会　　　（卜条小外）

7／22地区体育祭　　（卜条小）

8／16野球大会　　　（ド条小外）

0／21ハイキンブ　　（未定）

319スキーび）集い　　（中峰スキー場

　　　　　川治地区体協

7／15地区民大運動会　　　（川治小）

8／27野球大会　　　（南中外）

9／｛狛排球大会　　　（南中）

11／11バスケットボール大会　　　（南中

2／17スキー大会　　　（市民スキー場）

　　　　　六箇地区体協

6／上旬ゾフトボール大会　　（六箇

7／中旬地区大運動会　　（六箇小

8／ド旬球技大会　　　（六箇小）

10／10球技大会　　　（六箇小）

3／上旬雪上運動会　　　（六箇小）

　　　　飛渡地区体協
7／22地区民運動会　　（飛一

7／　球技大会　　　（飛一小）

2／　スキー大会　　　（飛ニノ、

　　　　吉田地区体協
7！卜旬～8／L旬　早朝野球大会　（吉田中

7／ド旬地区民体育大会　　（吉田中）

8／15野球大会　　　（吉田中外）

0／中旬ママさんバレーボール大会

　　　　　　　　　　　　　（鐙島小）
1／ L旬バスケットボー・レ大会（鐙島小）

3／、L旬地区民スキー人会

　　　　　　　　　（権現山スキー場）

　　　　水沢地区体協
7／22地区民体育祭　　　（水沢中）
8／ L旬学童ソフトボール大会（水沢中）
8／15野球大会　　（太田島グラウンド外

9／　排球ナイターリーグ　　　（水沢小）

　　　　　　中条地区体協
　（中条ブロツケ）

　7／校区民体育祭　　　（中条小）

　8／少年野球大会　　　（中条中）

　8／27校区民ソフトボール大会（中条中
　10／校区民バレーボール大会（中条小）

　10／校区民バスケットボール大会（中条ノ

　11／青少年球技大会　　　（東小）

　12／校区民バドミントン大会（中条小）

　（人井田ブロツク）

　7／～9／町内対抗バレーボール人会（東小

　7／　大井田地区民大運動会　　　（東小）

　9／町内対抗バレーボー’レ大会　　（東小）

　（彩d痩ξブロック）

18／町内野球姶　（綻）

》“蒔魯“訟齢

　　　シリーズ蕉3

十日町大火．
明治33年6月10日

で
若
葉
の
緑
色
添
へ
て

　
深
山
の
雪
の
跡
も
な
く

風
暖
に
心
地
よ
く

　
楽
し
き
夢
を
や
結
ぶ
ら
ん

警
鐘
乱
打
夢
破
れ

　
火
事
よ
火
事
よ
と
耳
を
つ
く

戸
外
に
出
て
て
打
見
れ
は

　
南
の
空
に
火
は
高
し

時
は
．
水
無
月
風
つ
柔
く

　
炎
を
北
に
吹
き
飛
は
し

勢
凄
く
焼
き
立
て
て

　
雲
焦
げ
た
だ
れ
天
赤
く

南
に
北
に
西
東

　
焼
け
広
ろ
こ
り
て
果
も
な
く

勢
猛
き
消
防
夫

　
必
死
に
防
く
か
ひ
も
な
く

千
戸
に
あ
ま
る
町
々
も

　
あ
わ
れ
一
夜
の
夢
の
間
に

焼
き
払
は
れ
て
今
は
只

　
わ
づ
か
に
残
る
八
十
余
戸

九
死
の
中
に
】
生
を

　
得
た
る
五
千
の
諸
人
は

便
ら
ん
人
も
同
じ
様

　
宿
ら
ん
家
の
か
け
も
な
し

雨
凌
く
べ
き
笠
一
つ

　
喉
湿
ほ
さ
ん
一
と
雫

息
は
ん
薦
纏
ふ
衣

　
求
む
る
す
べ
も
あ
ら
は
こ
そ

老
を
慰
た
む
る
食
も
な
く

　
乳
児
を
瞭
さ
む
糧
も
な
く

泣
く
子
の
ま
ま
に
父
母
も

　
涙
の
外
ぞ
な
か
り
け
る

か
く
も
悲
し
き
諸
人
の

　
其
有
様
は
実
に
や
こ
れ

焼
野
の
雑
子
夜
の
鶴

あ
わ
れ
と
い
ふ
も
お
ろ
か
な
り

ひ
ろ
き
焼
野
の
跡
吊
（
弔
）
へ
は

　
月
の
か
け
さ
へ
い
と
う
す
く

一
声
叫
ぶ
ほ
と
と
ぎ
す

　
小
さ
き
蛍
の
二
つ
一
．
ぢ

　
こ
の
詩
は
、
大
火
の
惨
状
を
リ
ア

ル
に
う
た
い
あ
け
た
も
の
哲
＼
十
日
町

町
史
の
中
に
”
火
災
の
歌
”
と
し
て

記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
私
は
、
川
原
町
で
生
ま

れ
育
っ
た
母
（
明
2
8
生
）
か
ら
、
こ

の
大
火
の
模
様
を
度
々
聞
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
L
る
と
、
晴
天
続
き
だ
っ

た
そ
の
夜
は
殊
の
外
蒸
し
暑
く
て
寝

苦
し
く
、
・
火
事
だ
ぞ
〃
の
声
に
起

こ
さ
れ
た
時
に
は
風
に
加
え
て
久

方
ぶ
り
に
小
雨
が
降
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
母
は
大
切
に
し
て
い
た
人
形
を

だ
き
し
め
、
兄
や
妹
達
レ
ニ
緒
に
祖

母
に
付
き
添
わ
れ
て
写
真
場
の
近
く

の
桑
畑
（
今
の
愛
宕
幼
稚
園
の
ゲ
ラ

ウ
ン
ド
附
近
）
に
避
難
し
、
そ
こ
で

一
夜
を
過
．
こ
し
た
と
の
こ
と
ー
．
、
す
。

　
・
〆
、
し
て
翌
朝
、
目
を
覚
ま
し
て
川

原
町
が
我
が
家
共
々
、
明
け
方
に
吹

い
た
江
道
嵐
の
お
か
げ
で
奇
跡
的
に

難
を
の
が
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た

時
に
は
「
お
ら
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ

し
く
て
涙
が
と
め
ど
も
な
く
出
た
っ

け
ぜ
」
と
述
懐
し
て
い
ま
し
た
．
、

　
諏
訪
の
森
を
赤
々
と
染
め
た
紅
蓮

の
炎
と
逆
巻
く
焦
煙
が
更
に
勢
を
増

し
て
晒
川
ぞ
い
の
町
々
に
猛
然
と
襲

い
か
か
っ
て
く
る
中
を
、
逃
げ
ま
ど

う
避
難
民
の
群
れ
、
必
死
で
消
火
に

は
げ
む
火
消
び
と
な
ど
が
交
錯
す
る

地
獄
絵
さ
な
が
ら
の
す
さ
ま
じ
い
光

景
を
目
の
当
り
に
し
た
母
は
恐
怖
に

お
の
の
き
、
子
供
心
に
も
強
烈
な
印

象
と
し
て
脳
裏
の
奥
に
き
ざ
み
こ
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
し
て
母
は
、
そ
の
後
も
近
所
の

火
事
さ
わ
ぎ
に
何
度
も
遭
遇
し
、
火

の
こ
わ
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た

だ
け
に
、
火
の
扱
い
に
は
異
状
な
ほ

ど
の
神
経
を
使
い
、
ま
た
家
族
に
も

そ
の
思
想
を
厳
し
く
躾
け
て
い
ま
し

た
．
お
か
げ
で
私
達
も
日
頃
か
ら
防

火
に
心
が
け
、
習
慣
と
し
て
就
寝
前

の
火
の
元
点
検
が
身
に
つ
き
、
い
わ

ば
わ
が
家
の
家
訓
に
も
な
っ
て
い
ま

す
．
そ
の
母
も
昨
年
二
月
、
八
十
二

才
で
天
寿
を
全
う
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
大
島
伊
一
）

第3種郵便物認可）昭和54年6月10日とおガ伊お，

六
月
十
七
日
・
十
日
町
公
民
館

　
今
年
は
、
社
会
教
育
法
が
施
行
さ

れ
て
三
十
年
、
し
か
も
中
魚
沼
郡
の

全
町
村
に
公
民
館
が
設
置
さ
れ
て
三

十
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。

　
郡
市
社
会
教
育
振
興
会
で
は
、
今

回
の
大
会
を
、
公
民
館
の
初
心
を
確

か
め
、
お
互
い
の
実
践
を
交
流
し
な

が
ら
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
さ
ぐ
り
あ

う
会
に
し
た
い
と
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
社
会
教
育
関
係
者
、
各
種

団
体
、
グ
ル
㌧
フ
の
か
た
が
た
の
多

数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
　
六
月
十
七
日
（
目
）

会
場
　
レ
目
町
市
公
民
館

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

講
演
　
　
「
公
民
館
の
初
心
」

身近なことから市政を知ろう

　
　
　
実
務
技
能
検
定
協
会
長

　
　
　
　
寺
中
作
雄
氏

発
表
　
枯
木
又
婦
入
学
級
（
影
絵
）

　
吉
田
コ
ー
ラ
ス
教
室
（
合
唱
）

　
＋
日
町
市
民
吹
奏
楽
団
（
演
奏
）

本
を

　
ご
寄
贈
く
だ
さ
い

　
自
動
車
文
庫
「
こ
だ
ま
号
」
が
四

月
か
ら
動
き
始
め
ま
し
た
、
ま
た
、

暖
か
い
季
節
に
な
っ
て
公
民
館
図
書

室
に
連
日
多
く
の
か
た
が
た
が
お
見

え
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
こ
こ
数
年
、
年
々
市
内
の
読

書
熱
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
．
公
民
館
で
も
で
き
る
だ
け
た
く

　
　
　
婦
人
講
座
開
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
～
仲
間
を
さ
そ
っ
て
～

　
ふ
だ
ん
、
な
に
げ
な
く
生
活
し
て
い
る
わ
た
し
た
ち
の
囲
り

に
も
政
治
は
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　
今
年
は
「
暮
ら
し
の
中
の
政
治
」
を
身
近
か
な
こ
と
か
ら
、

「
市
政
の
学
習
」
を
と
お
し
て
べ
ん
き
ょ
う
い
た
し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
す
す
め
る
講
座
で
す
．
「
政
治
な
ど
」
と
お
っ
し
『
や

ら
ず
に
ぜ
ひ
仲
間
に
入
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

学
習
日
　
　
毎
月
第
二
、
四
金
曜
日
（
六
月
～
十
月
）

時
　
間
　
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場
　
所
　
　
十
目
町
市
公
民
館

学
習
方
法
　
講
義
、
話
合
い
、
見
学
な
ど

第
一
回
目
の
学
習
は
六
月
二
十
二
日
午
後
一
時
半
か
ら
で
す
．

　
本
人
の
宛
名
書
き
を
し
た
ハ
ガ
キ
五
枚
を
、
第
一
回
学
習
日
に

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
．
当
日
都
合
の
悪
い
か
た
は
公
民
館
へ
届

け
て
く
だ
さ
い
。

さ
ん
の
本
を
用
意
す
る
よ
う
に
し
て

き
ま
し
た
が
、
公
民
館
の
力
だ
け
で

は
み
な
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に

眠
っ
て
い
る
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

公
民
館
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
．
押
入
れ
の
中
の
本
も
公

民
館
で
は
、
何
回
も
生
き
て
働
い
て

く
れ
ま
す
．
ど
う
か
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ご
連
絡
は
、
3
七
－
五
〇
］
一
番
へ
。

青
年
大
学
講
座

集
　
～
結
婚
墜
、

募
翻
調
蝶
麟
纒

　
を
た
を
児
の
こ
と
な
ど

目
貝
の
座
女
性
が
考
え
な

委
姓
講
盟
譲
慧

企画
～
さ
ん
あ
－
ま
濡

　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
こ
と
カ

　
　
　
　
　
　
　
ら
、
女
性
が
今

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
ま

た
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
、
こ
の
講
座
の
中
で
と
り
あ
げ
て

み
ま
す
。
ひ
と
か
ら
与
え
ら
れ
た
講
座
で

な
く
、
自
ら
の
問
題
を
自
分
達
の
中
で

考
え
て
ゆ
く
…
…
．
そ
ん
な
講
座
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
、
の
た
め
に

受
講
希
望
の
み
な
さ
ん
の
中
か
ら
、

企
画
委
員
を
募
集
し
ま
す
．

応
募
資
格
　
三
十
五
歳
ま
で
の
女
性

内
容
　
講
座
の
内
容
、
進
め
方
な
ど

　
を
検
討
し
ま
す
．

申
込
締
切
　
六
月
二
十
三
日
（
土
）

申
込
先
　
十
目
町
市
公
民
館
、
青
年

　
大
学
講
座
係
（
8
七
－
五
〇
一
一
番
）

★
美
佐
島
の
お
か
あ
さ
ん

　
津
池
、
大
池
、
赤
倉
、
菅
沼
…
…

美
佐
島
地
区
の
か
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が

寒
い
冬
の
コ
タ
ツ
の
中
で
書
い
た

も
の
で
す
。
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち

の
見
る
母
親
像
と
か
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

の
つ
ぶ
や
き
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

響

蟻能劇瞬　’　　　曽

静噸麟

　　　　　　難
　　　難1羅

★
山
の
灯

　
飛
渡
、
枯
木
又
か
あ
ち
ゃ
ん
俳
句
の

会
の
句
集
で
す
。
過
疎
化
が
進
む
中

で
、
俳
句
を
通
し
て
生
き
が
い
を
、

そ
し
て
村
に
明
る
い
灯
を
…
…
と
願

っ
て
そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

★
わ
ら
ぼ
し

　
飛
渡
地
区
全
域
の
集
ま
り
が
な
く

な
り
、
こ
の
文
集
を
通
し
て
、
婦
人

達
の
交
流
の
場
を
…
…
と
考
え
始
め

た
も
の
で
す
．
皆
ん
な
で
部
落
の
こ

と
を
考
え
る
材
料
に
も
し
て
い
ま
す
。

★
ら
く
が
き

　
吉
田
公
、
錘

民
館
、
鉢
。
騒
馨

婦
人
学
級
彪

の
皆
さ
ん

力
　
　
日
々

の
生
活
の
出
来
事
や
思
っ
て
い
る
こ

と
を
書
い
た
文
集
で
す
．
題
名
の
通

り
、
気
楽
に
書
い
た
も
の
を
載
せ
て

あ
り
ま
す
。

　
ー
ー
ー
ー
ー
9
…
j
j

　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
の
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
こ
　
　
ヤ

　
　
　
す
が
こ
て
剖
で

　
　
　
ま
す
る
し
と
味
　
　
の

　
　
　
し
で
　
　
　
　
　
　
　
　
す

①
　
　
　
　
　
　
見
接
く
意

　
　
　
　
を
様
に
に
書
な
　
　
ま

　
　
　
　
介
い
集
際
を
ん
。
り

　
　
　
　
紹
多
文
実
章
そ
い
あ

　
　
　
　
、
こ
が
人
に
文
。
さ
に

介
の
人
婦
章
が
す
だ
館

　
　
　
　
集
う
の
文
分
ま
く
民

　
紹
　
　
　
　
文
い
ら
の
自
来
覧
公

　
　
　
　
人
と
れ
他
は
て
、
こ
区

　
’
』
婦
…
こ
よ
ど
れ
を
’
地

　
　
　
　
た
手
、
コ
こ
わ
集
各

　
の
肌
階
が
奪
表
ト
収

　
　
　
　
干
力
果
　
　
出
て
　
一
し

集
発
の
成
仇
し
・
ポ
る

　
文
鰍
割
翫
鰭
艘
融
ル
軸

人
欝
群
灘
濃
騰

　
婦
　
　
　
　
、
、
書
す
ら
あ
ら
民

　
　
　
　
度
く
を
ま
か
の
れ
公

　
　
　
　
年
か
の
き
中
力
こ
市

★
信
江

　
吉
田
地
区
に
住
む
”
か
あ
ち
ゃ
ん
”

た
ち
の
生
活
記
録
で
す
。
昭
和
三

十
七
年
初
刊
で
、
今
年
第
十
七
号
に

　
　
　
蟻
鯉
　
華
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
鑑
　
　
　
　
蟻
郷

鮎
嶽
翫
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
活
の
中
で
”
な

「
ー
緋
㍑
隣
㍑
獣
」

ど
。
生
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

★
東
下
組
の
わ
た
し

　
戦
時
中
の
思
い
出
か
ら
、
現
在
の

部
落
の
問
題
、
家
庭
の
あ
り
方
な
ど

皆
ん
な
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
、
下
条
東
下
組
の
か
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
が
書
い
て
い
ま
す
。

裳駿羅鷺経霞G

★
ま
た
た
び

　
枯
木
又
は
高
冷
地
で
“
ま
た
た
び
”

も
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、
婦

人
学
級
の
文
集
に
こ
の
名
が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
で
九
号
で
す
。
他

の
地
域
に
は
な
い
も
の
を
…
…
と
毎

年
書
き
続
け
て
い
ま
す
。

鰻
灘
響

★
ら
く
が
き

　
田
麦
婦
人

　
　
　
　
　
毒
、

韓
昭
潔
鱒
．

級
生
間
で
ま
、
め
　
　
　
　
　
2

わ
し
書
き
し

て
い
た
「
ら
く
書
き
帳
」
を
一
冊
の

本
に
ま
と
め
ま
し
た
。
忙
し
い
毎
日

の
生
活
の
記
録
を
、
素
直
な
描
写
で

書
か
れ
て
い
ま
す
．
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ゑ
害
担
当
者
研
修
会
を
欄
催

　
十
目
町
市
に
お
い
て
は
典
型
し
公

害
の
中
て
も
水
質
汚
濁
か
最
も
車
視

さ
れ
、
公
害
防
止
設
備
か
除
々
に
進

ん
で
き
ま
し
た
か
、
一
方
〆
，
、
は
処
理

施
設
の
維
持
管
理
と
い
う
点
で
公
害

担
当
者
の
方
々
に
は
よ
り
専
門
的
な

知
識
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す

　
今
回
、
十
日
町
市
役
所
（
環
境
課
）

並
び
に
十
日
町
商
工
会
議
所
、
十
目

町
保
健
所
の
協
賛
で
、
染
色
関
連
工

場
を
中
心
と
し
た
水
質
関
係
工
場
の

公
害
担
当
者
並
び
に
責
任
者
（
経
営

者
）
を
対
象
に
研
修
会
を
計
画
し
ま

し
た
の
で
、
せ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
昭
和
五
十
四
年
六
月
ニ
レ
．
．
、

日
困
　
午
前
九
時
』
一
十
分
～
午
後
四

時
ま
で
。

会
場
　
十
日
町
市
民
会
館
　
四
階

（
講
堂
）

日
程
　
　
く
午
前
の
部
V
ω
”
公
害
担

当
者
の
手
引
き
”
の
概
要
説
明
　
⑫

水
質
汚
濁
防
止
法
の
解
説
　
　
く
午
後

の
部
V
ω
講
演
「
汚
水
処
理
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
P
が
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
5
率
1
5

　
　
　
　
　
　
　
腕
昇
肱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
こ
が

　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ー
す

　
　
　
　
　
期
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
知
一
丁
ま

　
　
　
　
　
2
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ
　
　
そ
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
イ
　
　
　
　
　
し
　
　
　
の

　
　
　
　
　
第
3
0

　
　
　
　
　
　
　
贋
－
て
す

　
　
　
　
　
料
～

　
　
　
　
　
　
　
f
　
・
つ
で

　
　
　
期
険
日

　
　
　
　
　
　
　
　
日
で
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
2
5
表
拡
劇

　
　
　
1
保
1
6

　
　
　
第
康
月

　
　
　
　
　
　
　
　
月
の
ー
や

　
　
　
税
健
6

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
地
ド
あ

　
　
　
　
　
　
　
正
膿
骸

　
　
　
民
民
は

　
　
　
市
国
期

　
　
　
●
●
納
訂
央
β
下

　
　
　
　
　
　
　
　
■
中
q
以

慢
・
、
k
維
持
管
理
．
比
「
ゾ
　
　
0
質
疑

応
答

※
”
公
害
担
当
者
b
重
引
ぎ
6
は
当

目
配
布
し
士
、
＋

明
る
い
選
挙
啓
発

　
　
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

　
文
部
省
、
自
治
省
－
、
、
は
、
明
る
い

選
挙
を
お
し
す
す
め
る
た
め
、
心
身

と
も
に
清
く
正
し
い
児
童
、
生
徒
の

皆
さ
ん
か
ら
明
る
い
選
挙
敗
・
発
ホ
ス

ケ
ー
を
募
・
集
し
ー
、
い
長
す

O
募
集
内
容
　
明
る
い
選
挙
を
お
し

す
す
め
ろ
、
二
と
を
表
わ
す
も
の

○
応
募
資
格
　
小
学
校
児
童
、
中
学

校
高
等
学
校
の
生
徒
へ
．
友
．
点
）

O
応
募
方
法
　
田
用
紙
は
面
㎝
×
鉤

㎝
～
5
5
㎝
x
⑳
㎝
以
内
　
色
は
自
由

　
図
作
品
の
裏
面
右
ト
に
都
道
府
県

名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ
↓

が
な
）
性
別
等
を
記
載

O
締
切
日
　
五
十
四
年
九
月
十
日
側

○
提
出
先

6月27日困

総講し．，！

匠躊鰍

～
日
町
海
選
挙
管
理
委
員
会

0
審
査
　
第
．
次
審
査
（
市
選
挙
管

理
委
員
会
）
第
．
一
次
審
査
へ
地
〃
審

査
）
第
、
次
審
査
（
中
央
審
査
｝

○
発
表
・
賞
　
、
翻
レ
四
年
↑
月
ド
旬

文
部
友
臣
・
自
治
大
臣
賞
i
小
学
校

中
学
校
、
高
等
学
校
各
六
名
、
ほ
か

○
そ
の
他
　
応
募
作
品
は
返
却
し
主

軸
「
｝
ん

金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
金
婚
式
を
む
か
え
ら
れ
る
夫
婦
に
、

新
潟
県
老
入
ケ
ラ
ブ
連
合
会
と
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
お
祝
い
の

記
念
品
が
贈
ら
れ
主
＋

　
本
年
度
の
該
当
ご
夫
婦
は
、
昭
和

四
年
四
月
一
日
～
昭
和
五
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
結
婚
さ
れ
た
か

た
が
た
で
す
。
該
当
さ
れ
る
夫
婦
は
、

氏
名
（
お
二
人
の
）
、
年
令
・
結
婚
年

月
目
を
六
月
二
十
日
ま
げ
、
、
に
各
地
区

の
嘱
託
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
前
年
に
記
念
品
を
受
け
と
ら
れ
な

か
っ
た
ご
夫
婦
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
）
な
お
、
記
念
品
の
贈
呈
式
は
、

一

尽彫／
　’

娩圃
むし歯の早期治療を．イ！

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
、
福
祉
係
（
猛
し
L
…
二
一

一
番
内
線
一
二
六
）

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼

樋
口
新
一
（
上
川
町
）
千
六
百
円

▼
阿
部
正
則
（
上
川
町
）
千
円
　
▼

蕪
木
義
男
（
神
明
町
）
六
千
円
　
▼

天
理
教
北
越
分
教
会
長
　
中
村
則
之

十
万
円
（
会
長
在
任
五
十
年
記
念
）

▼
匿
名
　
一
万
円

中
条
地
区
公
民
館
へ

　
▼
中
沢
二
郎
（
四
日
町
）
図
書
三

百
冊

iご存短

ですか
青
少
年
ホ
ー
－
ム
は
、
働
く
青
少
年

力
余
暇
を
楽
し
く
有
意
義
に
す
．
こ
せ

る
よ
う
に
設
置
し
た
福
祉
施
設
で
す
。

　
ホ
ー
ム
で
は
、
各
種
の
教
養
講
座

や
文
化
教
養
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
～
シ
ョ
ン
等
を
行
っ
て
お
り
、
利

用
者
の
自
主
的
な
ク
ラ
ブ
活
動
の
促

進
と
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
は
四
名
で
、
通
常
勤
務
の
用

務
員
の
ほ
か
は
、
開
館
時
問
に
合
せ

て
午
後
一
時
か
ら
夜
九
時
す
ぎ
ま
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
は
、
市
内
の
商
店
や
会
社

な
ど
で
働
い
て
い
る
二
十
五
歳
以
ド

の
か
た
な
ら
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
．

開
館
時
間
は
平
日
午
後
一
時
～
九
時
、

土
曜
日
は
午
前
十
時
～
午
後
五
時
、

日
曜
目
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
館

目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
施
設
の
概
要
　
鉄
筋
二
階
建
、
冷

暖
房
完
備
、
娯
楽
室
、
講
習
室
、
図

書
室
、
料
理
室
ほ
か
．
卓
球
台
、
ス

ポ
ー
ツ
用
具
、
キ
ャ
ン
プ
用
具
、
ビ

リ
ヤ
ー
ド
ほ
か
．
（
利
用
者
に
用
具
の

貸
出
し
も
し
て
い
ま
す
）

　
ホ
ー
ム
が
若
者
の
城
と
し
イ
＼
仲

間
づ
く
り
の
ひ
ろ
場
と
し
て
、
楽
し

く
よ
り
充
実
し
た
活
動
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
．

　
　
（
ホ
ト
ム
館
長
　
山
田
熊
治
）

中
条
地
区
公
民
館
大
井
田
分
館
へ

　
▼
新
潟
日
報
田
中
新
聞
取
次
店
　
（
田

中
町
）
灰
皿
五
十
個
、
公
園
ベ
ン
乏
．
一

台
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
六
月
十
四
日
困
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
関
根
、
浅
之
平
、

0⑰θの日に

γ薫． 愛献規
　　　、

’云
、－　　　　　ρ　　　，　∫

　A　　　《　　　　1一　

、　へ 佃糞
εネR

！
3そ

・マ’♪愚

／　マ’、。

ヒマ　ハ。

　鱗象養鯉
懇　　通乙
　　乞　．　　　　．ll

悌ぜ漁．．．二斜

，冬

¢． 才
焦

今々

な

・1鱒

露簿

払毎
弘中

ヱ
喜

』や恵い’

　・欝
う・・始㌣9り一〔、

　yト

め

乞
〃 亀

笹
之
沢
、
池
之
平
、
落
之
水
、
孕
石

稲
子
平
、
控
木
、
長
里
　
▼
六
月
十

八
日
㈲
　
午
後
一
時
～
四
時
三
十
分

ま
で
、
本
町
二
二
一
丁
四
丁
目
の
各

一
部
、
若
宮
町
、
駅
通
り
一
部
、
田

中
町
西
．
東
の
各
一
ド
織

　
　
　
づ
ヒ
が
2
　
命

〇
六
月
一
日
、
第
一
回
の
「
市
民
と

語
る
日
」
が
行
わ
れ
、
二
十
一
組
、

九
十
七
人
が
来
庁
さ
れ
ま
し
た
．
大

変
な
盛
況
で
だ
い
ぶ
待
っ
て
い
た
だ

い
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

対
話
を
終
っ
て
、
待
た
さ
れ
た
時
間

の
長
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
収
穫
が
、
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

　
十
五
日
か
ら
は
、
総
合
計
画
策
定

の
た
め
の
、
地
区
広
聴
会
も
実
施
さ

れ
ま
す
。
幅
広
く
意
見
を
お
聞
し
、

市
政
に
反
影
し
、
そ
の
結
果
を
、
市

報
等
で
順
次
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
．

■市勢／人ロー50，012人（男24，558・女25，454人）／世帯数一l　l，939／面積一21L44k㎡（5月旧現在）
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